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　ポップミュージックと波の音に包まれる慶野松原ビーチバ
レーコートで６月19日、「兵庫県ビーチバレー高等学校選
手権大会」が開催されました。裸足で砂を蹴り、ボールを追
いかけ、高校生たちのさわやかな汗が輝いていました。
　来年の夏、この砂浜でのじぎく兵庫国体ビーチバレー競技
が行われます。（17ページに関連記事）
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市
政
へ
の
基
本
的
な　
　

考
え
か
た

　

平
成
十
七
年
一
月
十
一
日
、
緑

町
、
西
淡
町
、
三
原
町
お
よ
び
南
淡

町
が
合
併
し
、
人
口
約
五
万
五
千

人
、
面
積
約
二
百
三
十
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
有
す
る
「
南
あ
わ
じ

市
」
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

　

長
い
歴
史
の
中
で
、
幾
度
と
な

く
合
併
に
取
り
組
み
、
こ
の
程
実

現
い
た
し
ま
し
た
が
、
合
併
に
際

し
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
ご
協
力
と
関
係
各
位
の
ご
努

力
に
対
し
心
よ
り
感
謝
を
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

も
と
よ
り
、
合
併
そ
の
も
の
が

目
的
で
は
な
く
、
今
か
ら
が
実
質

的
な
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
ま
す
。

　

地
方
分
権
の
進
展
、
少
子
・
高

齢
社
会
な
ど
大
き
く
変
化
す
る
社

会
的
潮
流
の
な
か
で
、
行
財
政

の
効
率
化
と
行
政
能
力
の
向
上
を

図
り
、
行
財
政
基
盤
の
充
実
強
化

に
よ
っ
て
、
持
続
的
発
展
可
能
な

都ま

ち市
づ
く
り
や
多
様
化
・
高
度
化

す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

体
制
づ
く
り
を
す
す
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
現
在
、
国
と
地
方
の
行

政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
大
転
換

期
を
迎
え
て
お
り
、協
働
と
参
画
、

自
助
・
共
助
・
公
助
な
ど
市
民
自

ら
の
努
力
と
創
意
工
夫
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
も
積
極
的
に
す
す
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
既
成
概

念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
市
民
一
人
ひ

と
り
も
家
庭
、
集
落
、
地
域
、
市

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
共
に
考
え

て
い
た
だ
き
、
新
生
「
南
あ
わ
じ

市
」
を
よ
り
一
層
住
み
や
す
く
郷

土
愛
に
満
ち
た
後
世
に
誇
れ
る
ま

ち
づ
く
り
に
ま
い
進
い
た
す
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

特
に
、
私
は
各
種
分
野
で
の
日

本
一
構
想
を
も
と
に
行
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
合
併

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
声

も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
す
ば
ら

し
い
南
あ
わ
じ
市
の
礎
を
築
く
使

命
を
市
民
の
皆
様
方
か
ら
負
託
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
課
題

を
逆
手
に
と
り
、
合
併
を
チ
ャ
ン

ス
と
と
ら
え
、
他
地
域
と
の
知
恵

比
べ
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
市
建
設
計
画
の
指
針
、「『
食
』

が
は
ぐ
く
む　

ふ
れ
あ
い
共
生
の

都ま

ち市
|
一
人
ひ
と
り
の
笑
顔
が
み

え
る
生
涯
現
役
の
風
土
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
|
」
を
基
本
理
念
と
し

て
、
知
恵
と
元
気
を
出
し
、
夢
を

抱
き
、
一
生
懸
命
汗
か
く
者
が
報

わ
れ
る
社
会
構
造
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
資
源
」
の
再
認
識

　

南
あ
わ
じ
地
域
は
、
太
古
よ
り

は
ぐ
く
ま
れ
た
歴
史
と
文
化
を
背

景
に
、
先
人
た
ち
の
並
々
な
ら
ぬ

努
力
に
よ
り
、
農
業
や
漁
業
、
瓦

や
観
光
を
中
心
と
し
た
全
国
に
誇

れ
る
産
業
を
創
出
し
、
優
れ
た
自

然
や
景
観
を
維
持
し
て
き
て
お
り

ま
す
。
合
併
に
よ
っ
て
旧
四
町
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
持
つ
地
域
資
源

を
一
体
的
に
活
用
し
、
個
性
豊
か

な
「
ふ
る
さ
と
資
源
」
を
大
き
く

飛
躍
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
が
や
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

再
度
原
点
に
も
ど
り
、
個
々
の

産
業
を
見
つ
め
直
し
、
現
状
を
分

析
し
、
英
知
を
結
集
し
な
が
ら
一

つ
一
つ
の
課
題
を
解
決
し
、
そ
し

て
、
産
業
ご
と
の
交
流
や
総
合
的

な
連
携
に
よ
っ
て
地
域
の
価
値
を

高
め
、
地
域
を
売
り
出
し
、
全
国
、

世
界
を
視
野
に
入
れ
た
施
策
を
展

開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
を
来
年
に

控
え
、
全
国
へ
の
感
謝
と
お
も
て

な
し
の
心
を
持
っ
て
、
こ
の
南
あ

わ
じ
市
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ

く
最
高
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

地
域
の
一
体
性
の
強
化
と

市
民
の
能
力
の
発
見

　

明
治
時
代
に
は
三
原
郡
役
所
が

置
か
れ
る
ほ
ど
の
一
体
性
が
あ

り
、
昭
和
五
十
二
年
に
は
三
原
郡

広
域
事
務
組
合
が
設
置
さ
れ
、
行

政
の
効
率
化
と
高
度
な
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
各
種
団
体
や
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
に
お
い
て
も
三
原
郡
域
を

対
象
と
し
た
組
織
や
大
会
が
あ

り
、
南
あ
わ
じ
市
に
は
一
体
的
な

基
盤
が
整
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
基
盤
を
市

民
、議
員
、市
職
員
が
一
体
と
な
っ

て
個
々
の
能
力
を
発
見
し
活
躍
い

た
だ
き
な
が
ら
、
多
様
性
に
富
み

個
性
豊
か
な
地
域
性
を
尊
重
し
て

い
き
ま
す
。
公
正
・
公
平
を
旨
と

し
、
優
れ
た
南
あ
わ
じ
市
の
創
造

を
め
ざ
し
ま
す
。

　

人
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
私
の

モ
ッ
ト
ー
の
一
つ
で
も
あ
り
ま

す
。
時
に
は
強
力
に
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
押
し
付
け
や

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は
な
く
、
潜
在

的
な
能
力
を
発
見
し
、
行
動
い
た

だ
き
、
人
の
す
ば
ら
し
さ
を
再
認

識
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

個
々
の
潜
在
的
な
能
力
を
発
見

開
発
し
、
成
長
さ
せ
、
最
大
限
に

活
用
い
た
だ
く
た
め
に
、
そ
れ
ぞ

れ
が
取
り
組
ん
で
い
る
仕
事
や
地

域
づ
く
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
再
度
誇
り
の
も
て
る
基
盤
づ

く
り
や
支
援
に
力
を
注
い
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
ま
す
。　

「
防
災
文
化
」
の
普
及

　

昨
年
の
風
水
害
は
あ
ま
り
に
も

甚
大
で
し
た
。
一
方
、
痛
み
や
悲

し
み
が
残
る
阪
神
・
淡
路
大
震
災

か
ら
十
年
が
経
過
し
、
ス
マ
ト
ラ

島
沖
大
地
震
で
は
、
信
じ
ら
れ
な

い
ほ
ど
の
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
ま

し
た
。
最
近
に
お
い
て
も
、
国
内

で
は
数
多
く
の
地
震
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
東
南
海
・
南
海
地

震
、
そ
れ
に
と
も
な
う
大
津
波
を

は
じ
め
、
す
ぐ
に
も
起
こ
る
か
も

し
れ
な
い
自
然
災
害
に
対
し
て
、

で
き
る
か
ぎ
り
の
備
え
を
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
然
災
害

を
避
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ハ
ー
ド
整
備
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。「
自
分
の
命
は
自
分

で
守
る
」
こ
と
を
基
本
と
し
て
、

行
政
が
い
か
に
備
え
を
充
実
さ
せ

る
か
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
ソ
フ
ト
面
の
対
策

を
強
化
し
て
、
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
、
そ
の
拡
大
を
防
止

す
る
「
減
災
」
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
効
率
や
利

便
さ
だ
け
で
は
な
く
、
安

全
や
安
心
を
第
一
に
、
そ

の
基
盤
や
仕
組
み
づ
く
り

な
ど
の
総
合
的
な
防
災
対

策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

特
に
申
し
あ
げ
た
い
の
は
、

自
主
防
災
組
織
の
確
立
や
災

害
発
生
時
の
心
構
え
と
迅
速

な
対
応
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活

ス
タ
イ
ル
や
社
会
シ
ス
テ
ム
の
あ

り
方
を
変
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、「
防
災
文
化
」
を
普
及

さ
せ
る
こ
と
が
使
命
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

国
内
外
情
勢
へ
の
対
応
と

自
ら
を
律
す
る

　

テ
ロ
や
イ
ラ
ク
情
勢
、
日
本
と

中
国
、
北
朝
鮮
、
韓
国
と
の
関
係

悪
化
、
ア
メ
リ
カ
牛
肉
の
輸
入
問

題
等
、
世
界
や
日
本
で
は
今
、
激

動
と
混
乱
の
中
で
、
新
し
い
国
際

秩
序
の
構
築
や
関
係
改
善
に
向
け

て
懸
命
な
取
り
組
み
が
す
す
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
ド
洋
沿
岸

諸
国
の
復
興
支
援
や
地
球
温
暖
化

防
止
の
た
め
の
世
界
的
取
り
組
み

な
ど
、
二
十
一
世
紀
の
人
類
社
会

の
共
通
の
課
題
へ
の
協
力
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

国
内
を
見
ま
す
と
、
数
々
の
凶

悪
事
件
に
よ
る
治
安
へ
の
不
安
や

郵
政
民
営
化
、
憲
法
調
査
会
の
答

申
、
今
後
十
年
の
農
業
政
策
の
方

向
を
定
め
る
「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
」
の
策
定
、
個
人
情

報
保
護
法
や
国
民
保
護
法
の
施
行

な
ど
時
代
の
う
ね
り
を
感
じ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
三
位
一
体
改
革
と
し
て

「
①
補
助
金
・
負
担
金
の
廃
止
、

削
減　

②
地
方
へ
の
税
源
移
譲　

③
地
方
交
付
税
の
見
直
し
の
三
つ

を
同
時
に
進
め
る
」
と
い
う
改
革

が
三
年
目
に
入
り
い
よ
い
よ
決
着

の
と
き
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
先

送
り
さ
れ
て
い
る
問
題
や
今
後
の

展
開
を
注
視
し
な
が
ら
、
南
あ
わ

じ
市
に
と
っ
て
適
切
な
対
応
を
と

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
務
員
の
厚
遇
措
置
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
最
中
、「
社

会
の
ゆ
る
み
」
が
取
り
ざ
た
さ
れ

て
い
る
昨
今
、
常
に
緊
張
感
を
持

ち
、
自
分
の
置
か
れ
た
立
場
を
認

識
し
な
が
ら
本
質
を
見
極
め
、
総

合
的
な
見
地
で
対
応
す
る
よ
う
心

が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
は
も

と
よ
り
、
福
祉
・
教
育
問
題
、
産

業
の
活
性
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
効
率
的
な
確
立
な
ど
課
題

山
積
の
な
か
、
市
職
員
と
共
に
自

ら
を
律
し
適
切
な
職
務
の
執
行
に

あ
た
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
併
せ
て
、
政
治
倫
理
条

例
の
制
定
に
よ
り
、
自
ら
を
い
ま

し
め
、
行
政
運
営
を
預
か
る
者
と

し
て
襟
を
正
し
て
い
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

行
政
機
能
の
検
証

　

電
子
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
技
術

革
新
が
す
す
む
な
か
、
南
あ
わ
じ

市
と
し
て
の
行
政
機
能
を
検
証
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
行
政
組

織
や
庁
舎
機
能
の
あ
り
方
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
質
的
検
証
、
市
役
所

職
員
と
し
て
の
資
質
の
向
上
な
ど

を
検
証
し
、
行
政
改
革
に
取
り
組

み
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
作
成

し
公
表
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
組
織
に
お
け
る
人
事
管

理
は
、
尼
崎
JR
脱
線
事
故
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
生
命
・
財
産
に
影

響
す
る
業
務
が
数
多
く
存
在
す
る

行
政
運
営
に
お
い
て
、
非
常
に
重

要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
細
心

の
注
意
を
払
い
な
が
ら
適
切
な
人

事
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
債
残
高
は
、
平
成

十
六
年
度
末
で
、
一
般
会
計
約
四

百
五
十
一
億
円
、
特
別
会
計
約
三

百
十
億
円
、
計
約
七
百
六
十
一
億

円
に
も
の
ぼ
り
、
使
用
可
能
な

一
般
会
計
に
お
け
る
基
金
は
約

三
十
一
億
円
で
あ
り
、
二
か
ら
三

年
で
枯
渇
す
る
可
能
性
が
高
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
各
種
経
費
の

削
減
に
努
め
、
財
政
改
革
を
強
力

に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

各
地
域
か
ら
の
要
望
や
、
旧
町

時
代
か
ら
の
懸
案
事
項
、
市
の
生

活
・
生
産
基
盤
を
築
く
た
め
の
事

案
が
数
多
く
存
在
す
る
な
か
、
そ

れ
ら
を
再
度
検
証
し
、
市
民
の
皆

様
方
の
ご
理
解
と
ご
尽
力
を
賜
り

な
が
ら
、
子
ど
も
や
孫
達
、
市
の

将
来
に
憂
い
を
残
さ
な
い
適
切
な

財
政
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
ふ
れ
あ
い
市
長
室
は
休
み
ま
し
た
）

南
あ
わ
じ
市
長

　　

中 

田 

勝 

久

2

平
成
17
年
度
施
政
方
針
の
概
要　

後
世
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

広報 

▲６月定例市議会が６月３日に召集され、中田
　市長が平成１７年度施政方針と予算案を提案
　しました

施政方針の全文は南あわじ市ホームページ
からご覧いただけます
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地方交付税
78億円 (29.2％)

市税
58億7,785万円
(22.0％)33億2,870万円

(12.5％)

市債

県支出金

国庫支出金

繰入金

繰越金

地方譲与税

使用料及び手数料

歳　入
　267億
1,000万円

22億9,719万円
(8.6％)

18億4,493万円
(6.9％)

16億5,026万円
(6.2％)

8億7,082万円 (3.3％)

5 億 6,700万円 (2.1％)
諸収入 5億2,523万円 (2.0％)
地方消費税交付金 5億円 (1.9％)
分担金及び負担金 2億9,876円 (1.1％)　　
その他 5億4,926万円 (2.0％)

６億円 (2.2％)

歳　出
　267億
1,000万円

民生費
50億5,968万円
(18.9％)

公債費
47億333万円
(17.6％)

　教育費
35億9,286万円
(13.4％)32億3,476万円

(12.1％)

農林水産業費

総務費

土木費

衛生費

消防費

商工費

29億3,131万円
(11.0％)

25億9,631万円
(9.7％)

24億4,600万円
(9.1％)

8億 9,874万円
(3.3％)

4億4,688万円 (1.7％)
災害復旧費 3億9,175万円 (1.5％)
議会費 3億4,188万円 (1.3％)　　
その他 6,650万円 (0.2％)

平成１７年度南あわじ市当初予算額一覧表
（単位：千円）

会　　計　　名 本年度 前年度 増減率 (％ )
一般会計 26,710,000 29,059,478 △8.1
特別会計 27,931,897 32,066,074 △12.9
国民健康保険特別会計 5,754,045 5,501,524 4.6
老人保健特別会計 5,827,745 5,697,726 2.3
介護保険特別会計 3,955,863 3,949,312 0.2
訪問看護事業特別会計 60,408 61,128 △ 1.2
公共下水道事業特別会計 5,012,109 8,295,191 △ 39.6
農業集落排水事業特別会計 919,842 1,655,852 △ 44.4
漁業集落排水事業特別会計 546,884 304,659 79.5
サイクリングターミナル事業特別会計 87,853 94,000 △ 6.5
慶野松原海水浴場特別会計 10,308 12,596 △ 18.2
土地開発事業特別会計 799,189 765,595 4.4
産業廃棄物最終処分事業特別会計 111,672 110,066 1.5
ケーブルテレビ事業特別会計 267,974 232,695 15.2
公共用地先行取得特別会計 119,561 129,500 △ 7.7
水道事業会計 3,244,329 4,009,370 △ 19.1
農業共済事業会計 676,406 698,940 △ 3.2
国民宿舎事業会計 518,925 515,220 0.7
広田財産区管理会特別会計 420 380 10.5
福良財産区管理会特別会計 16,730 17,440 △ 4.1
北阿万財産区管理会特別会計 1,034 1,050 △ 1.5
沼島財産区管理会特別会計 600 520 15.4
潮美台汚水処理事業特別会計 廃　止 13,310 皆　減

　合　　　計 54,641,897 61,125,552 △ 10.6
※前年度額は、旧４町と旧郡広域の当初予算額を合計し、旧町間の受託事
　業収入、旧町から旧郡広域への負担金を除外したもの

　

南
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し
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平成１７年度

広報 

　歳出では、人件費、扶助費、公債

費を合わせた義務的経費が 118 億
1,809 万円で全体構成比の 44.2％
を占め、このうち人件費が 47 億
8,682 万円で前年度から 4.9％減
少しました。借金の返済にあたる公
債費も 47 億 318 万円で 5.1％の
減となりました。
　投資的経費は 60 億 1,284 万円
で全体の 22.5％を占め、このうち、
ケーブルテレビや下水道の整備、松
帆・榎列小学校改築などの普通建設
事業が 56 億 2,109 万円で 30.1％
減少しています。また、昨年の台
風の影響で災害復旧事業が３億
9,175 万円となりました。

　歳入のおよそ 30%を占める
地方交付税は 78億円で、市に
なったことで県から生活保護
などの委譲事務が増え旧４町
の前年度の合計額に比べ 19.6
% 増加しました。　　　　　
　市民税や固定資産税、たば
こ税などの市税は 58億 7,785
万円で 0.7%の増を見込んでい
ます。　　　　　　　　　　　
　借金にあたる市債は 33億 2,
870 万円の発行を予定。前年
に比べ 40.1% 減少しますが、
市債残高は今年度末で 456 億
1,643 万円となる見込みです。
　また、貯金にあたる基金は
14億 5,126 万円を取り崩し今
年度末で32億 266万円に減少
する見込みです。　　　　　　

５，０００㎡以

上の土地の保有

や取得に対して

かかっていた税

の滞納分

温泉に入るとき
にかかる税

自動二輪、軽自
動車などにかか
る税

たばこの消費に
対してかかる税

個人の所得や法
人の収益などに
対してかかる税

土地や家屋、償
却資産にかかる
税

市
民
一
人
当
た
り
が
負
担
す
る
税
額

市
税
総
額
10
万
７
，
８
３
１
円

消防・災害
対策、商工
観光などに

ごみの処理、
保健衛生、し
尿処理など

道路や施設
の建設・管
理などに

農業・水産
業の活性化
などに

人件費や市
役所の管理
経費などに

教育や文化、
スポーツの
振興などに

市が借り入
れている債
務の返済に

社会福祉や
生活扶助な
どに

市
民
一
人
当
た
り
使
わ
れ
る
お
金

歳
出
総
額
49
万
３
円

92,821円86,284円65,912円59,343円53,776円47,630円44,872円39,365円

33,378円 64,081円6,882円2,834円654円２円

※一人あたりの金額は、平成17年４月１日現在の人口54,510人で算出した値です

歳入構成図目的別の歳出構成図
※（　）内の全体割合は端数処理をして
いるため合計が１００％になりません



広報 

2005.7.1発行

平成１７年度施政方針と予算

７ ６

効率的に推進！５つの重点施策を

▼自然環境との調和
　河川美化、環境パトロール、道路沿線緑化
 　　　　　　　　　　　　　　　4,873 万円
　住宅用太陽光発電システム補助　560万円
　松くい虫防除　7,773 万円
　ごみステーション・ごみ箱設置補助　150万円
　不燃ゴミ分別収集の推進　2,053 万円
　玉ねぎ残さ炭化処理施設整備　3億 334万円

▼健康・福祉サービスの充実
　市内循環バス導入に向けての調査　84万円
　少子化対策・子育て支援
　　　　出産祝金　1,875 万円
　　　　児童手当　2億 6,812 万円
　　　　子育て学習センター活動　1,416 万円
　　　　保育サービス事業　9億 4,991 万円
　　　　私立保育所運営補助　2億 433万円
　　　　学童保育の整備充実　1,619 万円
　　　　３歳児未満医療無料化など　3,000 万円
　生活扶助、医療扶助など生活保護　4億 3,559 万円
　町ぐるみ健診、ガン検診など　1億 4,395 万円
　保健センターへの除細動器導入　132万円
　温浴施設の管理運営　1億 8,794 万円
　在宅介護支援など老人福祉サービス事業　1億 3,138 万円
　市民養老金など高齢者祝い金給付　2,711 万円
　老人クラブ活動支援など　4,685 万円
　福祉ボランティアの活動支援など　4,150 万円
　障害者福祉支援、委託、給付　4億 7,291 万円

▼安全で質の高い生活空間の創造
　総合窓口での応急措置事業（いなりこ予算）　400万円
　防災ハザードマップ作成　2,000 万円
　自主防災組織の育成　520万円
　高速バス通勤通学支援　1,000 万円
　消防防災体制の充実（消防ポンプ積載車）　2,450 万円
　老朽管更新など上水道施設の整備　１億 9,537 万円
　公共下水道事業（管敷設８処理区）　42億 5,588 万円
　その他排水処理事業（３処理区）　15億 6,826 万円
　合併処理浄化槽整備　4,023 万円
　市営住宅しづおり第２団地建設　2億 2,500 万円
　離島振興対策　2,009 万円

▼総合的な文化・スポーツ交流の場づくり
　国体リハーサル競技運営　1億 1,191 万円
　マラソン大会、体育協会などへの助成など　2,267 万円

▼伝統・文化の保存と活用
　埋蔵文化財の調査　5,817 万円
　淡路人形浄瑠璃など郷土芸能の保存伝承　3,286 万円
　続三原郡史の発行　939万円

▼学校教育、生涯学習の充実
　外国人講師配置　4,476 万円
　小中学校入学祝金の支給　1,009 万円
　児童生徒に防犯ブザー配布　216万円
　各種公民館活動　2,615 万円
　人権教育の推進　4,908 万円
　女性の社会参画と学習機会の充実　378万円
　小中学校の改築及び大規模改造4棟、耐震診断11棟、
　ＬＡＮ工事　11億 6,211 万円
　地区公民館の改修　4,300 万円
　自然学校・トライやるウイークなど校外活動　1,841 万円
　不登校対策、心の相談の充実　1,060 万円

▼生産基盤の整備充実
　優良堆肥利用推進　705万円
　チャレンジ農業（高校生実習、女性農業教室）の推進

　112万円
　中山間集落環境保全対策　3,957 万円
　畜産共進会「食まつり」開催　500万円
　たい、ひらめ等栽培漁業の推進　1,400 万円
　地籍調査事業　2,224 万円
　県営ほ場整備の推進（区画整理、舗装、調査設計）

　1億 5,044 万円
　団体営ほ場整備事業（区画整理、換地等）

　4億 3,187 万円
　ほ場整備推進事業（コンクリート畦畔）　4,400 万円
　経営構造対策事業の推進（暗渠排水、ｺﾝｸﾘｰﾄ畦畔等）

2億 6,657 万円
　オニオンロード整備　1億 2,512 万円

　

　県営ため池整備、防災ダム事業　7,857 万円
　農地農業用施設災害復旧事業　3億 3,077 万円
　漁港環境整備　8,700 万円
　漁礁、築いそ設置　4,050 万円
　たこつぼ設置　191万円
　ブランド野菜供給体制整備　275万円
　家畜ふん尿共同処理施設　1,750 万円

▼自然や既存産業を活かした地域の活性化
　淡路瓦屋根工事補助　2,000 万円
　観光協会への助成、水仙郷・農業公園の管理運営

　1億 7,124 万円
　温泉郷足湯建設　2,000 万円

▼住民ニーズに応じた商業環境の整備
　商工会、産業振興協会などへの助成、支援　

1億 171万円

▼幹線道路など都市環境の整備
　市道・橋梁改良、用地補償、調査設計　3億 7,685 万円
　公共土木施設災害復旧　5,100 万円
　樋門改修、排水機場整備　1億 8,900 万円
　河川・排水路の整備　9,975 万円

▼きめ細かな生活道路の整備充実
　生活道路の整備、道路橋梁の補修　2億 6,975 万円
　交通安全施設の充実（歩道・ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ・街灯設置）　8,300 万円

▼高度情報通信環境の整備
　高度情報化計画の策定　525万円
　ケーブルテレビ線路設備の敷設、調査設計　4億 8,416 万円

▼多様な住民活動の創出
　自治会運営助成など　2,292 万円
　総合計画の策定、広報活動など　2,168 万円

▼特色ある交流・イベントの充実
　市民まつり、地域づくりイベントの助成　1,058 万円

▼広域的な都市間の連携・交流
　姉妹都市交流助成、国際交流舞踏団招聘、友好市町
　への派遣　1,667 万円

▼行財政構造改革の推進
　土地路線価方式の導入　2,600 万円

安心とうるおいを与える
生活環境の創造

次世代の人材を育てる
教育・文化の充実

自然環境と調和した
産業の振興

利便性の高い
都市基盤の整備

活発な住民活動の創出と
連携・交流の促進

平成１７年度主要事業

建
設
中
の
下
町
排
水
機
場
（
阿
万
）

▲大規模改造される榎列小学校

▼改築及び大規模改造される松帆小学校
▼

オ
ニ
オ
ン
ロ
ー
ド
（
中
条
中
筋
）

▼

四
か
月
児
健
診
（
三
原
保
健
セ
ン
タ
ー
）

▼
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西
淡
地
区
の
市
営
住
宅
の
建
替

え
事
業
と
し
て
こ
の
た
び
、
松
帆

古
津
路
に
市
営
住
宅
「
古
津
路
団

地
」
が
完
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し
、
六
月
二
日
、
現

地
で
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
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同
団
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は
、
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し
た
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浜

団
地
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替
団
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進
め
ら

れ
て
い
ま
し
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で
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敷
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て
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度
７
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か
、
段
差
の
解
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ル
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に
な
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い
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す
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竣
工
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に
は
関
係
者
約
四
十

人
が
出
席
。
中
田
市
長
が
「
こ
れ

か
ら
も
安
全
で
質
の
高
い
生
活
空

間
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
計
画
的

に
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宅
の
整
備
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進
め
た
い
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
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古こ

つ

ろ

津
路
団
地
が
完
成

市
営
住
宅
建
替
え
事
業

▽
対
象
者

　

①
平
成
三
年
三
月
以
前
に
学
生

　
　

で
あ
っ
た
方

　

②
昭
和
六
十
一
年
三
月
以
前
に

　
　

被
用
者
年
金
制
度
等
に
加
入

　
　

（
ま
た
は
受
給
等
）
を
さ
れ

　
　

て
い
た
方
の
配
偶
者

　

①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方
で
、

当
時
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期

間
内
に
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
傷
病

の
初
診
日
が
あ
り
、
現
在
、
障
害
基

礎
年
金
の
一
級
、
二
級
相
当
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
方
。

▽
注
意
事
項

　

給
付
金
の
支
給
は
、
請
求
書
を

受
付
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
と
な

り
ま
す
。
お
早
め
に
請
求
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
請
求
窓
口　

　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

▽
支
給
額
（
平
成
十
七
年
度
）

　

障
害
基
礎
年
金
一
級
相
当
に
該

当
す
る
方
は
月
額
五
万
円
。
二
級

相
当
に
該
当
す
る
方
は
月
額
四
万

円
。
※
障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は

異
な
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３
、
明

石
社
会
保
険
事
務
所
☎
０
７
８
・

９
１
２
・
４
９
１
６

　

明
石
社
会
保
険
事
務
所
の
出
張

年
金
相
談
が
南
あ
わ
じ
市
で
二
か

月
に
一
度
、
第
一
金
曜
日
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

▽
日
時　

八
月
五
日
（
金
）
午
前

十
一
時
〜
午
後
三
時

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
注
意
事
項　

事
前
に
ご
予
約
く

だ
さ
い
。
予
約
時
に
は
年
金
手

帳
の
記
号
番
号
等
を
お
伺
い

し
ま
す
。

▽
申
込
み　

市
民
課
☎
43
・

５
０
２
３

　

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
障
害
基
礎
年

金
等
を
受
け
ら
れ
な
い
障
害
者
の
方
に
対
し
、
四
月
一
日
か
ら
「
特
別
障

害
給
付
金
制
度
」
の
申
請
を
受
付
し
て
い
ま
す
。

　

高
度
情
報
化
の
進
展
に
と
も
な

い
、
市
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上

と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

活
性
化
を
計
画
的
に
進
め
る
た
め

「
南
あ
わ
じ
市
地
域
情
報
化
計
画

検
討
委
員
会
」
が
発
足
し
、
六
月

二
日
、
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

淡
路
の
会
議
室
で
初
会
合
が
あ
り

ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
学
識
経
験
者
一

名
、
住
民
団
体
の
代
表
者
三
名
、

関
係
機
関
の
役
職
員
八
名
、
公
募

で
選
任
さ
れ
た
市
民
四
名
の
計

十
六
名
で
構
成
。
国
・
県
の
情
報

化
施
策
の
研
修
や
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
分
析
な
ど
を
行
い
、
平
成

十
八
年
度
か
ら
概
ね
五
年
間
に
市

が
行
う
地
域
情
報
化
施
策
の
計
画

を
今
年
度
中
に
策
定
し
ま
す
。

　

初
会
合
で
は
、
委
員
長
に
学
識

経
験
者
の
高
田
豊あ
つ
み實
委
員
、
副
委

員
長
に
公
募
委
員
の
中
尾
泰
生
委

員
を
選
任
し
、
情
報
化
計
画
の
進

め
方
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
整
備

な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
合
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
南

あ
わ
じ
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:

//w
w
w
.city.m

in
a
m
ia
w
a
ji.

h
yo
go
.jp

）
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

地
域
情
報
化
の
計
画
な
ど
策
定
へ

検
討
委
員
会
を
発
足

「
特
別
障
害
給
付
金
」
の

　
　
　
　

請
求
は
お
早
め
に
！

 

明
石
社
会
保
険
事
務
所
の

　
出
張
年
金
相
談

　

広
田
の
国
道
28
号
広
田
西
交

差
点
と
県
道
洲
本
西
淡
線
を
結

ぶ
「
農
免
道
路
み
ど
り
線
」
の
開

通
式
が
六
月
四
日
に
現
地
で
行
わ

れ
、
関
係
者
約
七
十
人
が
開
通
を

祝
い
ま
し
た
。

　

農
免
道
路
は
農
林
漁
業
用
揮
発

油
税
財
源
身
替
農
道
整
備
事
業
で

整
備
さ
れ
た
農
道
の
略
称
。
農3

林

漁
業
で
使
わ
れ
る
ガ
ソ
リ
ン
は
仕

事
上
の
必
要
経
費
と
し
て
税
金
を

免3

除
す
べ
き
で
す
が
、
個
人
を
特

定
し
て
税
金
を
免
除
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
、
そ
の
替
わ
り
に

税
金
分
を
農
道
整
備
へ
還
元
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　

み
ど
り
線
は
、
平
成
十
一
年
か

ら
国
と
県
、
市
に
よ
り
整
備
。
み

ど
り
新
橋
と
新
四
十
町
橋
を
新
設

し
、延
長
六
百
七
十
二
メ
ー
ト
ル
、

幅
十
メ
ー
ト
ル
（
歩
道
含
む
）
の

道
路
が
完
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

同
線
沿
い
に
は
Ｊ
Ａ
南
あ
わ
じ
島

の
集
出
荷
施
設
も
完
成
し
、
タ
マ

ネ
ギ
等
の
農
産
物
の
搬
出
入
が
効

率
よ
く
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
上
田
茂
淡
路
県
民

局
長
が
「
地
域
経
済
の
活
性
化
を

担
い
、
地
域
か
ら
も
愛
さ
れ
る
道

路
と
し
て
利
用
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
道
路
上

で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
広

田
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
先

導
で
式
典
の
出
席
者
ら
が
通
り
初

め
を
し
ま
し
た
。

▲集まった職員に訓辞する中田市長（南淡庁舎）

　▲開通を祝ってのテープカット

農の
う
め
ん免
道
路
み
ど
り
線
開
通

広
田
・
倭
文
地
区
の
農
業
振
興
へ

　

南
海
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害

に
備
え
る
た
め
、 

市
職
員
・
市
消
防

団
幹
部
に
よ
る
防
災
初
動
訓
練
が
、

五
月
二
十
日
午
後
九
時
に
、
抜
き

打
ち
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
和
歌
山
沖
に
お
い

て
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・
四
の
プ

レ
ー
ト
型
地
震
が
発
生
し
、
市
内
に

お
い
て
震
度
六
弱
を
記
録
、
大
災
害

が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
。
職
員
の

参
集
や
情
報
伝
達
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
わ
れ
る
か
を
試
し
ま
し
た
。

　

緑
・
西
淡
・
三
原
庁
舎
に
は
現

地
災
害
対
策
本
部
が
、
公
民
館
な

ど
に
は
避
難
所
が
開
設
さ
れ
、
衛

星
回
線
を
利
用
し
た
フ
ァ
ッ
ク
ス

な
ど
を
使
っ
て
、
災
害
対
策
本
部

の
あ
る
南
淡
庁
舎
へ
参
集
状
況
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
田
市
長
は
災
害
対
策
本
部
配

備
検
討
会
で
、「
実
際
に
動
い
て

み
て
気
づ
く
点
も
多
く
あ
っ
た
。

市
民
の
安
全
確
保
の
た
め
備
え
を

万
全
に
し
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

抜
き
打
ち
で
防
災
訓
練

市
職
員
に
よ
る
防
災
初
動
訓
練

今
井
麻ま
ゆ
う結
（
さ
く
ら

苑
）「
精
一
杯
が
ん
ば

り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
」　

廣
瀬
成な

る
し史

（
さ
く
ら

苑
）「
お
年
寄
り
が

い
き
い
き
と
過
ご
せ

る
よ
う
に
お
手
伝
い

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」

赤
松
知ち

か香
（
さ
く
ら

苑
）「
出
会
い
を
大
切

に
、
笑
顔
で
自
分
ら

し
い
ケ
ア
を
提
供
し

た
い
と
思
い
ま
す
」

固定資産税　２期
　の納付は８月１日（月）
までにお願いします
▽問い合わせ　税務課　☎43-5022

南あわじ市のフレッシュマン紹介
　７月１日付けで介護職員として採用になった新人職員です。よろ
しくお願いします。

▲地域情報化計画検討委員会の初会合 ▲完成した古津路団地

８
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北阿万小学校

拡大される区域

従来の区域

７・３は、きっぱり意思を伝えよう。自分の未来のことだから。
７月　３日 (日 )　兵庫県知事選挙

投票時間　午前７時～午後８時

●投票参加呼びかけ４つの運動

１　投票日マーク運動
　　　投票日を忘れないように、カレンダーの7月3日（日）
　　　（兵庫県知事選挙投票日）に赤丸を入れましょう。
２　投票参加ひと声運動
　　　投票に行くよう、友人、知人に呼びかけましょう。

３　投票誘い合わせ運動
　　　投票日には、家族はもちろんのこと隣近所の方々を
　　　誘い合わせて投票に行きましょう。
４　期日前投票活用運動
　　　期日前投票制度が導入され投票がしやすくなりま
　　　した。投票日当日に仕事、買い物、レジャーなどの
　　　予定のある方は、期日前投票を活用しましょう。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
亡

く
な
っ
た
方
の
何
と
約
八
割
が
、

た
ん
す
な
ど
重
い
家
具
で
胸
部
な

ど
を
圧
迫
さ
れ
窒
息
す
る「
圧
死
」

で
し
た
。

　

家
具
の
固
定
や
配
置
を
考
え
て

お
く
こ
と
は
、
防
災
対
策
の
第
一

歩
で
す
。
大
切
な
家
族
を
助
け

よ
う
と
し
て
も
自
分
が
死
ん
で
し

ま
っ
て
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
。
人

を
助
け
る
前
に
自
分
は
大
丈
夫
で

す
か
！

●
ケ
ー
ス
１

　

梁は
り

が
夫
の
上
に
落
ち
、
夫
は
即

死
。そ
の
あ
と
天
井
が
落
ち
た
が
、

夫
と
梁
で
で
き
た
ス
ペ
ー
ス
に
よ

り
、
妻
は
助
か
っ
た
。
救
助
さ
れ

る
ま
で
の
間
、
死
ん
で
い
る
夫
を

見
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

と
い
う
。

●
ケ
ー
ス
２

　

高
い
家
具
が
倒
れ
て
き
た
が
、

転
倒
し
な
い
低
い
家
具
の
そ
ば
で

寝
て
い
た
た
め
、
ス
ペ
ー
ス
が
で

き
、
助
か
っ
た
。

　

高
い
場
所
に
物
を
置
か
な
い

事
、
安
全
な
家
具
の
配
置
、
転
倒

防
止
金
具
の
取
付
け
は
今
す
ぐ
に

で
も
で
き
ま
す
。

　

む
ず
か
し
い
こ
と
を
考
え
る
ま

え
に
身
近
に
で
き
る
防
災
対
策
を

や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

家
具
の
配
置
・
転
倒
防
止
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

考
え
て
い
ま
す
か
？

まちづくり・防災課
☎50-3035

新
シ
リ
ー
ズ
・　
　
　
ひ
と
口
メ
モ

広田浄化センター

南あわじ市緑庁舎

拡大される区域

従来の区域

公
共
下
水
道
の
広
田
・
阿
万

処
理
区
が
供
用
開
始
し
て
、
そ
の

後
、
汚
水
管
布
設
工
事
が
順
調
に

進
み
、
七
月
一
日
か
ら
新
た
に
下

水
道
を
利
用
で
き
る
区
域
が
次
の

と
お
り
拡
大
し
ま
し
た
。

【
別
図
１
】

　

広
田
処
理
区
（
山
添
・
川
向
の

　

一
部
・
み
ど
り
が
丘
の
全
域
）

【
別
図
２
】

　

阿
万
処
理
区
（
伊
賀
野
・
稲
田

南
・
筒
井
・
高
原
・
新
田
中
の
一
部
）

　

こ
の
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
家
庭

か
ら
出
る
汚
水
を
直
接
公
共
下
水

道
に
流
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
市
が
設
置
し
た
公
共
ま
す
に

接
続
す
る
宅
地
内
の
排
水
設
備
工

事
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
早
期
に
接
続
さ
れ
た
方

に
は
、
特
典
と
し
て
下
水
道
基
本

料
金
が
二
年
間
ま
た
は
一
年
間
免

除
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
十
六
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

企
業
経
営
課
（
南
淡
庁
舎
☎

50
・
３
０
３
７
）

（別図１）広田処理区

（別図２）阿万処理区

広
田
・
北
阿
万
地
区

下
水
道
処
理
区
域
が
拡
大

市政ひろば

南
あ
わ
じ
市
誕
生
の

　
　
　
記
録
冊
子
を
発
行

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
平
成
十
七
年

一
月
十
一
日
の
発
足
ま
で
の
経
過

を
ま
と
め
た
冊
子
「『
南
あ
わ
じ

市
』
誕
生
」
を
こ
の
ほ
ど
発
刊
し

ま
し
た
。

　

冊
子
は
、
新
市
の
す
が
た
、
合

併
の
経
緯
、
合
併
を
め
ざ
し
て
、

南
あ
わ
じ
市
誕
生
、
合
併
関
連
資

料
の
五
章
で
編
成
、
合
併
協
議
の

流
れ
に
沿
っ
て
記
録
さ
れ
、
Ａ
四

判
百
九
十
四
頁
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
郡
町
長
会
や
議
長
会
に

よ
る
協
議
、
三
原
郡
合
併
問
題
検

討
委
員
会
の
設
置
な
ど
の
会
議
内

容
を
記
録
。
ま
た
住
民
説
明
会
や

任
意
協
議
会
、
合
併
協
議
会
の
協

議
経
過
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

冊
子
は
市
内
の
図
書
館
（
室
）・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
非
売
品
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
調
整
課

☎
50
・
３
０
３
２

▲合併の経緯を記録した「南あわじ市誕生」

梁

天　　井

無事死亡

無事

低いタンス

高いタンス

高
い
タ
ン
ス

転倒

 無投票となった選挙区では投票所・期日前投票所を開設しません

７月２４日 (日 )　南あわじ市農業委員会委員選挙
投票時間　午前７時～午後８時　　告示日（立候補届出日）は７月17日（日）です

●期日前投票のご案内
　期日前投票の受付は、７月18日（月）～23日（土）の毎日、

午前８時 30分～午後８時まで行います。各選挙区の期日

前投票所は次のとおりとなっています。

　　第１選挙区（旧緑町）　　：　市役所緑庁舎

　　第２選挙区（旧西淡町）　：　市役所西淡庁舎

　　第３選挙区（旧三原町）　：　三原公民館

　　第４選挙区（旧南淡町）　：　南淡公民館

　他の選挙区の期日前投票所では投票できませんのでご注

意ください（例えば、第１選挙区の有権者が期日前投票を

行う場合は、緑庁舎のみです )。

●農業委員会委員選挙の選挙区について
　農業委員会委員選挙は、次のとおり選挙区制を導入して
います。各選挙区の選挙により選ばれる農業委員会委員の
定数は次のとおりです。
　　第１選挙区（旧緑町の区域）　　：　　４人
　　第２選挙区（旧西淡町の区域）　：　　６人
　　第３選挙区（旧三原町の区域）　：　１２人
　　第４選挙区（旧南淡町の区域）　：　　８人
※立候補者が定数を超えなかった選挙区は無投票となります。

●投票日当日の投票所について
　地区によっては、一般選挙と投票所が異なります。必ず
入場券記載の投票所をご確認の上、投票を行ってください。
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お知
らせ

市
内
局
番
を
確
か
め
て 

お
か
け
く
だ
さ
い 

南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
総務部
　総務課☎43-5001
　秘書広報室☎43-5002
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
議会事務局☎43-5005
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　税務課☎43-5022
　市民課☎43-5023
　生活環境課☎43-5024
農林振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
企画部
　企画調整課☎50-3032
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
　まちづくり・防災課☎50-3035
　国体推進室☎50-3036
上下水道部
　企業経営課☎50-3037
　水道課☎50-3038
　下水道課☎50-3039
会計課☎50-3040

広報 

福
祉
医
療
助
成
制
度
の
改
正

　
　
７
月
１
日
か
ら
医
療
時
の
一
部
負
担
金
な
ど
が
変
わ
り
ま
す

　

こ
の
た
び
福
祉
医
療
の
制
度
を
健
全
に
維
持
し
て
い
く
た
め
に
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
が
見
直
さ
れ
、

七
月
一
日
か
ら
、
六
十
五
〜
六
十
九
歳
の
高
齢
者
（
老
人
医
療
）
、
重
度
障
害
者
、
高
齢
重
度
障
害
者
、

母
子
家
庭
、
乳
幼
児
な
ど
を
対
象
に
、
保
険
医
療
機
関
（
病
院
・
診
療
所
・
薬
局
な
ど
）
で
の
自
己
負
担

額
や
所
得
制
限
額
な
ど
が
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

制度
（所得制限あり）

現行
改正後

一般世帯 市民税非課税世帯 低所得者世帯
（給与・年金収入６５万円以下）

老人医療 
（65～69歳市民税
非課税者）

１割負担
ただし、一定
以上の所得者
は２割負担

２割負担 
限度額は変わらず 
外来12,000円 
入院40,200円

２割負担 
限度額は変わらず 
外来 8,000円 
入院24,600円

１割負担 
限度額は変わらず 
外来 8,000円 
入院15,000円

重度障害者 (児 ) 医療 

高齢重度障害者医療 

母子家庭等医療

外来 負担なし １日５００円を限度に
月２回（1,000円） までの負担

１日３００円を限度に月
２回（600円）までの
負担

入院 負担なし
１割負担
（月2,000円まで）

１割負担
（月1,200円まで）

乳幼児医療 

※南あわじ市独自の
助成事業で、医療負
担を軽減し子育てを
支援しています

外来
１割負担
（月5,000円
まで）

０歳～２歳 
負担なし

０歳～２歳 
負担なし

３歳～就学前 
１日500円を限度に月２回
（1,000円）までの負担

３歳～就学前 
１日300円を限度
に月２回（600円）
までの負担

入院 負担なし 負担なし 負担なし

自己負担額の改正

【 備　考 】
・重度精神障害者の方も新たに助成対象となります。
・自己負担額は医療機関ごとの計算となります。ただし、同じ医療機関であっても歯科は別計算になります。
・３か月以上の長期入院となった場合、４か月以降の自己負担はありません。
・災害で重大な被害を受けた方などは６か月を限度に自己負担が免除されます。　
・義務教育就学前のお子様が乳幼児医療と重度障害者医療の料制度に該当する場合は、乳幼児医療を優先し、年齢到
　達時に重度障害者医療に切り替わります。また、母子家庭等医療に該当する場合も同様で、その間、お子様は乳幼
　児医療で母などは母子家庭等医療の対象となります。

制　　度
所得制限
対象者

所得制限の内容

現行 改正後

老人医療（６５～６９歳）
本人

（改正後は本人・同一世
帯の65歳以上の方）

市民税非課税
市民税非課税かつ、同一世帯内に一定以上
の所得がある65歳以上の方がいないこと

重度障害者（児）医療 本人、配偶者・
扶養義務者

特別児童扶養手当の所得制限額未満
（下記参照）●

特別障害者手当ての所得制限額未満
（下記参照）●高齢重度障害者医療

所得制限の改正

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別

障
害
者
手
当
の
所
得
制
限
額

扶養親族等の数

現行 改正後

    特別児童扶養手当所得制限額     特別障害者手当所得制限額

本  人 配偶者・扶養義務者 本  人 配偶者・扶養義務者

０人 4,596,000 6,287,000 3,604,000 6,287,000

１人 4,976,000 6,536,000 3,984,000 6,536,000

２人 5,356,000 6,749,000 4,364,000 6,749,000

３人 5,736,000 6,962,000 4,744,000 6,962,000

４人 6,116,000 7,175,000 5,124,000 7,175,000

５人 6,496,000 7,388,000 5,504,000 7,388,000

南
あ
わ
じ
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

五
月
九
日
（
日
）、
緑
市
民
セ
ン

タ
ー
で
「
南
あ
わ
じ
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
総
会
」
が
行
わ
れ
、
次

の
方
々
が
役
員
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

会　

長　

入
谷　

博ひ
ろ
ふ
み文（
神　

代
）

副
会
長　

廣ひ
ろ
ち地　

　

宏
ひ
ろ
し（
広　

田
）

副
会
長　

山
﨑
貴き

し

お

志
雄（
阿
那
賀
）

副
会
長　

樫
本　
　

律
た
だ
し（
北
阿
万
）

会　

計　

中
原　
　

雅
た
だ
し（　

灘　

）

会　

計　

木
村
志し

ず

ま

津
馬（
広　

田
）

監　

事　

平
本　

譲
じ
ょ
う
へ
い平（　

湊　

）

監　

事　

松
下　

武た
け
し志（

榎　

列
）

南
あ
わ
じ
市
連
合
婦
人
会

　
「
南
あ
わ
じ
市
連
合
婦
人
会
新

旧
評
議
員
会
」
に
お
い
て
次
の

方
々
が
役
員
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

会　

長　

奥
井　

光み
つ
こ子（
賀　

集
）

副
会
長　

清
水
と
も
子（
伊
加
利
）

会　

計　

藤
岡　

和か
ず
こ子（　

市　

）

監　

事　

原　
　

君き
み
え江（
福　

良
）

監　

事　

冨
岡　

徳と
く
よ代（
志　

知
）

南
あ
わ
じ
市
消
費
者
協
会

会　

長　

山
下　

富と
み
こ子（
賀　

集
）

副
会
長　

野
上
ひ
ろ
み（
津　

井
）

副
会
長　

上こ
う
だ田　

仁き
み
こ子（
神　

代
）

会　

計　

松
崎
え
み
子（
賀　

集
）

監　

事　

浜
口　

潤じ
ゅ
ん
こ子（

松　

帆
）

各
種
団
体
の
役
員
決
ま
る

（
敬
称
略
）

消　防　職　員
▽職種　消防職
▽採用予定人数　６名程度
▽試験日　第１次試験　９月18日（日）
　　　　　第２次試験　11月中旬
▽申込受付期間
　８月１日（月）～12日（金）
▽受験資格　昭和56年４月２日以降に
　生まれた人で、高等学校を卒業した人
　（または平成18年３月高等学校卒業
　見込みの人）
▽申込用紙の請求・問い合わせ
　淡路広域消防事務組合消防本部総務課
　☎24-0271

南あわじ市職員
　南あわじ市では、平成18年４月採用予
定職員の採用試験を以下のとおり行います。
　なお、採用予定人数等の詳細については
８月広報と７月下旬にホームページに掲載
します。
▽職種　一般行政職（初級職）
▽試験日程等（第１次試験）
  ・日時　９月18日（日）10時～　
  ・場所　南淡公民館（南あわじ市福良甲512番地２）
  ・方法　教養試験および作文試験
▽申込受付期間　８月１日（月）～12日（金）
▽受験資格　南あわじ市内在住または南あ
　わじ市出身の人で、平成18年３月に高
　等学校を卒業見込みの人、または高等学
　校を卒業した者した人で昭和53年４月
　２日以降に生まれた人
▽問い合わせ　総務課☎43-5001

金
婚
夫
婦
の
表
彰

　

9
月
19
日
開
催
予
定
の
敬
老
会

（
旧
町
単
位
４
会
場
で
実
施
）
で

金
婚
夫
婦
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

　

該
当
者
の
方
は
、
次
の
と
お
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者　

昭
和
31
年
中
に
婚
姻

届
を
提
出
さ
れ
た
、
南
あ
わ
じ

市
内
在
住
の
ご
夫
婦

▽
提
出
書
類　

①
金
婚
夫
婦
表
彰

申
込
書
（
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

に
備
付
）　

②
戸
籍
抄
本
（
コ

ピ
ー
可
）

※
5
月
４
日
付
の
神
戸
新
聞
で
紹

介
さ
れ
た
ご
夫
婦
は
提
出
不

要
▽
提
出
先　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
、

出
張
所
、
連
絡
所

▽
申
込
期
限　

7
月
29
日
（
金
）

　

※
申
し
込
ま
れ
た
ご
夫
婦
に

は
、
案
内
通
知
を
8
月
下
旬
に

お
届
け
し
ま
す

▽
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
☎
44
・

３
０
０
２

職   員　募　集

諭鶴羽ダム
　ふれあいフェスタ
▽日時　７月28日（木）
　午後１時～４時　※雨天決行
▽場所　諭鶴羽ダム周辺
▽内容　ダム内見学、ゲーム、ウ
ォークラリー等

▽その他　送迎バスあり
▽問い合わせ　淡路県民局三原川
水系ダム統合管理所☎52-2929

　都市整備部管理課☎ 37-3014

　たまねぎ残さ等の不法投棄や無許

可埋立、野焼きの罰則が強化されて

います！

南あわじ市・淡路県民局・南あわじ警察署
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外出支援サービスの利用料金　（単位：円）

利用者世帯の階層区分 1～5km
未満

5～10km
未満

10～15km
未満

15～20km
未満

20km
以上

生活保護法による被保護世帯
市 民 税 非 課 税 世 帯 150 300 450 600 750

市 民 税 課 税 世 帯 230 450 680 900 1,130

所 得 税 課 税 世 帯 300 600 900 1,200 1,500

お知らせ

15 14

サマージャンボ
宝くじ

１等・前後賞あわせて

３億円
▽発売期間　７月 15日
（金）～８月２日（火）
▽抽選日　８月 12日（金）

　この宝くじの収益金
は、市町村の明るく住み
よいまちづくりに使われ
ます。県内の宝くじ売場
でお買い求めください

 
タ
ク
シ
ー
等
で
送
迎

　

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
制
度
は
公
共
機
関
を
利
用

す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
お
よ

び
心
身
障
害
者
に
対
し
、
市
が

委
託
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
会
社
お

よ
び
事
業
所
の
車
両
を
使
っ
て
居

宅
と
医
療
機
関
な
ど
の
間
を
送
迎

し
、
利
用
者
や
家
族
の
負
担
の
軽

減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

▽
対
象
者

①
要
介
護
４
ま
た
は
５
に
相
当
す

る
方

②
視
覚
障
害
、
聴
覚
障
害
、
肢
体

障
害
を
有
す
る
方
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
第
１
種
に
該
当
す

る
方

③
療
育
手
帳
（
A
判
定
、
B
１
判

定
）
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

ま
た
は
２
級
に
該
当
す
る
方

※　

自
動
車
税
等
の
減
免
を
受
け

ら
れ
て
い
る
方
は
こ
の
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
利
用
申
請　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

▽
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課

　

☎
44
・
３
０
０
２

‐淡路島を美しく‐

淡路全島一斉清掃の日
みんなで参加しましょう！

７月10日（日）
午前８時～ 10時

　当日は、家族そろって、家

のまわり、道路沿線、公会堂、

公園、ゴミ集積場などを美し

くしましょう

　家庭内のゴミは、一斉清掃

時には絶対出さないでくださ

い

▽問い合わせ
　生活環境課☎ 43-5024

夏祭りにでかけよう！
～　南あわじ市市民まつりのご案内　～

★慶野松原 全国サンドアート
 コンテスト 参加グループ募集

▽日時　７月30日（土）9:00～ 16:00
▽場所　慶野松原海水浴場
▽参加資格　５人以上のグループ
▽参加費　無料（先着25組で締め切り）
▽制作条件　砂・海水以外の素材を使用し
てはいけません

▽使用面積　１グループ４ｍ×４ｍ以内。
砂盛をしています

▽表彰　最優秀賞５万円×１本、優秀賞
１万円×５本ほか。全グループに参加賞

▽その他　道具類（スコップ、コテ、バケ
ツ等）は各グループでご持参ください

▽申込み　西淡公民館

　☎37-3028、F37-3048

★フリーマーケット
出店者募集

▽日時　７月30日（土）（受付）９：00
　　　　（出店時間）10：00～ 16:00
▽場所　慶野松原海水浴場駐車場　１ブース1,000円
▽申込み　名前、住所、電話番号、出店予定商品を記入の
上郵送またはＦＡＸで西淡町商工会まで。締め切りは、
７月22日必着。定員になり次第締め切り

▽応募資格　お車での販売が可能の方。商品は社会通念上
問題があるものは禁止

▽問い合わせ　西淡町商工会☎ 36-2275
　F36-4492、〶 656-0332　南あわじ市湊61-1

☆慶
け い の ま つ ば ら

野松原花火大会
７月30日（土）（荒天時は翌日順延）
南あわじ市松帆　慶野松原海水浴場周辺にて

○日中イベント
　・慶野松原 全国サンドアートコンテスト
　　　　９：００～１６：００
　　　　※参加申込みは下記のとおり
　・フリーマーケット、各種ブース出店　　　
　　　１０：００～１６：００
　　　※フリーマーケット出店申込みは下記のとおり
　・サッカーナイン
　　１５：００～１７：００
・ビンゴゲーム
　　　１７：００～１８：００
○花火大会
　・オープニングイベント

阿波踊り・よさこいソーラン「すっきゃねん」
　　　　南あわじ太鼓衆「甍」演奏
　　　１８：３０～２０：００
　・花火打上　（３，３００発）
　　　２０：００～２０：４０

☆福
ふ く ら わ ん か い じ ょ う

良湾海上花火大会
　８月 13日（土）・14日（日）
南あわじ市福良　福良湾周辺にて
13日（土）盆踊り大会
　　　　　　　※参加申込みは南淡公民館☎ 50-3048
14 日（日）うずしお朝市
　　　　　　※出店申込みは南淡町商工会☎ 52-0665
　　　　  　大綱曳き、海上花火大会 (荒天時は順延）

　　　　　　（詳細は８月広報でご案内）

【問い合わせ】南あわじ市市民まつり実行委員会事
務局（商工観光課内）☎ 37-3012

全
国
サ
ン
ド
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を

一
時
中
止
し
ま
す

　

こ
の
た
び
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

よ
る
健
康
被
害
「
急
性
散
在
性
脳

脊
髄
炎
（
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）」
が
、
確

認
さ
れ
、
よ
り
慎
重
を
期
す
る
た

め
5
月
30
日
付
で
厚
生
労
働
省
よ

り
、「
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
積
極
的
勧
奨
を
差
し
控
え
る
べ

き
」の
勧
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を

一
時
中
止
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
定
期
接
種
の
対
象
者

で
流
行
地
へ
渡
航
す
る
な
ど
特
に

強
く
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
、
副
反
応
を
医

師
か
ら
説
明
を
受
け
、
同
意
書
に

署
名
し
た
上
で
接
種
を
受
け
る
こ

と
は
可
能
で
す
の
で
、
医
療
機
関

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
で
は
よ
り
リ
ス
ク
の
低
い
日

本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
を
開
発
中
で
あ

り
、
情
報
な
ど
入
り
次
第
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

各
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
緑
☎
44
・
３
０
０
９
、 

西
淡

　

☎ 

37
・
３
０
２
９
、三
原
☎

　
43
・
５
０
３
９
、
南
淡
☎
50
・

　

２
１
２
２
）、
健
康
課
☎
44
・

　

３
０
０
４

　

六
月
に
無
作
為
抽
出
で
「
南
あ

わ
じ
市
地
域
情
報
化
に
関
す
る
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
お
願
い
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
皆
様
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
集
計
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
、
結
果
を
公
表
す
る
と
共
に
、

十
分
検
討
し
、
南
あ
わ
じ
市
の
情

報
化
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
が
届

い
た
方
で
、
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
恐
れ
入
り
ま
す
が
、

七
月
四
日
（
月
）
ま
で
に
ご
記
入

の
上
ご
返
送
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

　

情
報
課
☎
43
・
５
０
０
３

運
動
重
点

①
こ
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
安
全

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

　

シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

③
無
謀
・
暴
走
運
転
の
追
放

（
南
あ
わ
じ
市
交
通
対
策
協
議
会
）

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　
　

期
間
：
７
月
15
日
〜
24
日



広報 

2005.7.1発行

血液センターでは本格的な夏日を迎える７月を「愛の

血液助け合い運動月間」として全国各地でたくさんの命

を支える献血への理解と協力を呼びかけています。

本年２月に、国内で初めて変異型クロイツフェルト・

ヤコブ病患者の発生が確認されたことにより、当分の間、

1980年～ 1996年までに通算１日以上または1997年

から 2004年までに通算６か月以上の英国滞在歴のある

ことが確認できた場合は、献血をお断りさせていただく

ことになりました。これにともない献血者の大幅な減少

が予想されますので、皆さまのより一層のご協力が必要

となっています。

今月の献血日程は、27ページの健康カレンダーをご

覧ください。 

お知らせ

17 16

Ｍ
典
「
川
卓
君
お
か
え
り
ー
。
新

婚
旅
行
の
お
フ
ラ
ン
ス
は
ど
う

だ
っ
た
？
楽
し
か
っ
た
？
」

川
卓
「
景
色
や
芸
術
は
す
ば
ら
し

い
も
の
で
し
た
。
し
か
し
何
よ
り

も
二
人
の
時
間
を
堪
能
で
き
た
の

が
よ
か
っ
た
で
す
。
い
や
ー
熱
く

て
す
い
ま
せ
ん
」

Ｍ
典「
い
や
〜
熱
い
暑
い
。
最
近
、

部
屋
が
や
た
ら
暑
い
と
思
っ
た
ら

川
卓
が
原
因
や
な
。
エ
コ
ス
タ
イ

ル
で
も
ツ
ラ
イ
わ
」

川
卓
「
そ
れ
に
し
て
も
、
職
場
に

帰
っ
て
か
ら
一
変
、
広
報
の
締
め

切
り
に
追
わ
れ
る
日
々
で
す
ぐ
に

夢
か
ら
覚
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
今
月
号
か
ら
新
し
い
シ
ス
テ

ム
・
Ｄ
Ｔ
Ｐ
（
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ

ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
）
が
始
ま
っ
た
こ

と
も
あ
り
脂
汗
が
出
ま
す
」

Ｍ
典
「
そ
や
な
ぁ
、
こ
れ
ま
で
業

者
さ
ん
が
し
て
い
た
レ
イ
ア
ウ
ト

編
集
を
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
自

分
た
ち
で
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も

ん
な
ぁ
。
そ
の
分
経
費
が
安
く
な

り
、
作
業
も
効
率
的
！
早
く
腕
を

磨
い
て
市
民
か
ら
親
し
ま
れ
る
レ

イ
ア
ウ
ト
に
し
て
い
き
た
い
ね
」

川
卓
「
慣
れ
た
ら
早
い
で
す
が
、

そ
れ
ま
で
が
大
変
で
す
ね
。
し
ば

ら
く
職
場
で
M
典
さ
ん
と
熱
い
時

間
を
過
ご
す
の
で
す
ね
・
・
・
」

     

ら
か
室
集
編

◆
あ
か
ふ
じ
米
第
18
回
兵
庫
県

ジ
ュ
ニ
ア
軟
式
野
球
大
会
南
淡
路

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
５
月
８
日
〜
28

日
・
洲
本
市
民
球
場
ほ
か
）

①
松
帆
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
②
阿
万

少
年
野
球
ク
ラ
ブ
③
三
原
ジ
ャ

ガ
ー
ズ
③
倭
文
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

◆
第
４
回
緑
地
区
対
抗
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
（
５
月
22
日
・
サ
ン

ラ
イ
ズ
淡
路
ほ
か
）

【
男
子
】
①
山
添
②
安
住
寺
③
中

田
③
庄
田

【
女
子
】
①
市
場
②
徳
原
・
中
山

③
不
藤
③
山
添

◆
第
25
回
西
淡
地
区
別
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
（
５
月
29
日
・
西
淡

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
）

【
男
子
】
①
津
井
②
志
知

【
女
子
１
部
】
①
雁
来
ピ
ー
チ
②

伊
加
利

【
女
子
２
部
】
①
阿
那
賀
②
志
知

奥
・
口

◆
東
か
が
わ
西
淡
交
流
テ
ニ
ス
大

会
（
６
月
５
日
・
西
淡
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
）

【
男
子
１
部
】
①
船
木
茂
浩
・
印

部
泰
男
（
南
あ
わ
じ
市
）
②
斉
藤

穣
・
三
宅
孝
幸
（
同
）

【
男
子
２
部
】
①
興
津
和
男
・
木

村
僚
介
（
南
あ
わ
じ
市
）
②
柏
木

剛
・
高
見
善
弘
（
同
）

【
女
子
１
部
】
①
鈴
滝
智
恵
・
七

宮
純
子
（
東
か
が
わ
市
）
②
藤
村

幸
恵
・
坂
本
邦
子
（
南
あ
わ
じ
市
）

【
女
子
２
部
】
①
高
見
佐
千
子
・

柏
木
秀
子
（
南
あ
わ
じ
市
）
②
山

口
加
代
子
・
杉
岡
比
早
代
（
同
）

◆
第
30
回
ゆ
ず
る
は
杯
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会　

高
校
・
一
般
の
部（
６

月
12
日
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
）

【
男
子
】
①
大
畑
・
石
住
（
無
名
会
）

②
吉
川
・
吉
川
（
同
）
③
福
永
・

石
田
（
三
原
ク
ラ
ブ
）
③
木
村
・

松
本
（
無
名
会
）

【
女
子
】
①
堤
・
米
田
（
三
原
ク

ラ
ブ
）
②
志
水
・
志
水
（
川
西
ク

ラ
ブ
）
③
川
口
・
岡
（
淡
路
レ

デ
ィ
ー
ス
）
③
下
森
・
大
谷
（
同
）

◆
第
８
回
兵
庫
県
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

高
等
学
校
選
手
権
大
会
（
６
月
19

日
・
慶
野
松
原
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

コ
ー
ト
）

【
男
子
】
①
畑
野
翔
太
・
黒
田
浩

二
郎
（
三
原
高
校
）
②
望
月
聖
矢
・

田
中
省
吾
（
同
）

【
女
子
】
①
市
川
絵
梨
香
・
原
口

望
（
三
原
高
校
）
②
杉
本
弥
奈
美
・

坂
本
有
里
（
同
）

区分 旧緑町から持込みをされる場合 旧西淡町・旧三原町・旧南淡町から持込みをされる場合

場所 やまなみ苑（南あわじ市広田広田） 南あわじ市清掃センター　（南あわじ市八木寺内）

日時
月曜日から金曜日まで（8：30～ 16：30）、
土曜日（8：30～ 11：45）
※祝祭日・日曜日は休みです

月曜日から金曜日まで
（8：30～ 16：30、ただし祝祭日は8：30～ 12：00）
※土・日曜日は休みです

手数料 １０ｋｇ当たり７０円 １０ｋｇ当たり１００円

留意事項

①市指定のゴミ袋を使用して持込みをされても手数料が必要です
②家具などの粗大ゴミは、金属・ガラスなどの不燃物を取り外してから持込んでください
③必ず時間内での持込みをお願いします
④持込みに際して道路上にゴミが飛び散らないよう荷台にシート掛けなどの処置をしてください
⑤農業用資材や家屋解体物などの産業廃棄物に定められているものは受入れが出来ませんので
　もしも持込まれた場合は持ち帰りをして頂くことになります

　可燃ゴミを焼却場へ
　　直接持ち込むときは・・・

 生活環境課☎ 43-5024
 やまなみ苑（洲本市南あわじ市衛生事務組合）☎45-0534
 南あわじ市清掃センター☎ 42-1356

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

に
お
い
の
な
い　

き
れ
い
な
生
活
を

下
水
道
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　

豊
か
で
快
適
な
生
活
の
中
で
、

私
た
ち
は
毎
日
た
く
さ
ん
の
水
を

使
っ
て
い
ま
す
。
台
所
を
は
じ
め

風
呂
や
便
所
な
ど
に
使
わ
れ
た
水

は
、
汚
れ
た
水
と
な
っ
て
水
路
や

川
に
流
さ
れ
て
い
ま
す
。
汚
水
を

そ
の
ま
ま
水
路
や
川
に
流
し
ま
す

と
、
夏
場
は
特
に
悪
臭
や
ハ
エ
・

蚊
の
発
生
源
と
な
り
ま
す
。

　

下
水
道
は
汚
れ
た
水
を
き
れ
い

な
水
に
よ
み
が
え
ら
せ
、
再
び
河

川
に
放
流
す
る
た
め
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
内
で
着
々
と
下
水

道
を
利
用
で
き
る
地
区
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
今
年
３
月
末
に
は
、

新
た
に
広
田
・
津
井
・
賀
集
・
福

良
地
区
で
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成

し
ま
し
た
。
現
在
、
下
水
道
が
利

用
で
き
る
地
区
に
お
住
ま
い
の
皆

さ
ま
は
、
早
急
に
下
水
道
へ
の
つ

な
ぎ
こ
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

早
期
に
接
続
し
た
方
に
特
典

基
本
使
用
料
を
一
定
期
間
免
除

　

下
水
道
の
供
用
開
始
後
、
2
年

以
内
に
排
水
設
備
工
事
を
行
い
、

公
共
ま
す
に
つ
な
ぎ
こ
み
を
さ

れ
た
方
は
、
下
水
道
の
基
本
料

金
（
月
額
１
２
６
０
円
）
が
、
2

年
間
ま
た
は
1
年
間
免
除
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ 

企
業
経
営
課　

☎
50
・
３
０
３
７
。
接
続
工
事
の

申
込
み
は
、
排
水
設
備
工
事
店
へ

旧町 浄化センター 地　区　名

緑
神道 神道の一部
長田 長田の一部
広田 中田・大丸・川向・山添の一部

西
淡

伊加利 伊加利
伊毘 伊毘
阿那賀 北栄・中・南
津井 本村・西本村・中央の一部

三

原

倭文・掃守 掃守・委文・流・高
志知 松本・佐礼尾・難波・中島

下・中島大・中島上
市・榎列 大榎列・小榎列・西川・福永・

市・十一ヶ所・三条の一部
八木・榎列 上幡多・下幡多・鳥井・国分・

新庄・野原・徳野の一部

神代
喜来・富田・籠池・北所・
南上・経所・南所・城家・
小路の一部

南

淡

沼島 沼島
灘・仁頃 仁頃
灘・山本 山本
灘・吉野 吉野
灘・円実 円実

阿万
上町・下町・西町・中西・
吹上・東町・佐野・塩屋・
丸田・伊賀野・高原・稲田
南・筒井・新田中の一部

賀集 八幡西・八幡北・八幡中・
八幡南・立川瀬

福良 向谷の一部

下水道が利用できる地区

▽
講
座
内
容　

農
業
の
基
礎
知

識
、
税
金
、
食
生
活
な
ど
に
関

す
る
講
座
や
視
察
研
修

▽
対
象　

市
内
の
農
業
に
携
わ
る

女
性
農
業
者
50
人

▽
期
間　

７
月
〜
翌
年
６
月
の
１

年
間
。
毎
月
１
回

▽
問
い
合
わ
せ　

農
林
振
興
課
☎

43
・
５
０
２
５

▽
対
象
者　

防
火
管
理
義
務
対
象

物
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

方
で
防
火
管
理
者
と
し
て
選

任
さ
れ
る
予
定
の
方

▽
日
時　

８
月
25
日
（
木
）、
26
日

（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
場
所　

淡
路
広
域
消
防
事
務
組

合
消
防
本
部
（
消
防
ビ
ル
内
）

▽
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
（
社
）
兵
庫
県
消
防
設
備
保

守
協
会
☎
０
７
８
・ 

３
３ 

３
・
８
０
１
２

　

建
築
確
認
申
請
を
と
も
な
う
土

木
工
事
を
行
う
場
合
に
つ
い
て

は
、
文
化
財
保
護
法
（
第
93
条
）

の
規
定
に
よ
り
、
事
前
の
届
け
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
工
事
計
画
地
が
遺
跡
で
な

い
か
の
確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
文
化

振
興
課
☎
37
・
３
０
２
０
、
埋

蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
☎
42
・

３
８
４
９

▽
対
象
者　

平
成
17
年
４
月
１
日

現
在
、
恩
給
法
な
ど
に
基
づ
く

年
金
受
給
権
者
が
い
な
い
場

合
で
、
戦
没
者
死
亡
当
時
の
三

親
等
内
親
族
の
う
ち
、
最
先
順

位
の
人

▽
支
給
内
容　

額
面
40
万
円
の
記

名
国
債

▽
申
込
み　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
、

出
張
所
、
連
絡
所

▽
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
☎
44
・

３
０
０
２

女
性
農
業
教
室

防
火
管
理
者
（
甲
種
）

　
資
格
取
得
講
習
会

建
築
確
認
申
請
を
す
る
際
は

ご
確
認
を
！

戦
没
者
の
遺
族
に

特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す

　７月は愛の血液助け合い運動月間

市内での「社会を明るくする運動」

・７月１日（金）〔更生保護の日〕に

広報啓発パレード

・７月 24日（日）、三原健康広場で

　「子どもとつながろうグラウンドゴルフ大会」
第55回社会を明るくする運動南あわじ市実施委員会

各
種
大
会
結
果  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
２（
秘
書
広
報
室
）

　

昨
年
十
月
二
十
日
の
台
風
23

号
で
水
防
活
動
や
避
難
誘
導

に
活
躍
し
た
北
阿
万
地
区
消
防

団
（
山
本
英
憲
団
長
、
団
員

百
二
十
六
人
）
に
全
国
水
防
管

理
団
体
連
合
会
か
ら
水
防
功
労

者
表
彰
が
贈
ら
れ
、
六
月
一
日

に
市
長
室
で
中
田
市
長
か
ら
表

彰
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

台
風
23
号
時
、
同
消
防
団
は

非
常
召
集
を
受
け
、
低
地
帯
の

家
屋
へ
浸
水
が
始
ま
っ
た
た

め
、
団
員
が
分
散
し
三
集
落
で

土
嚢の

う

を
積
み
、
家
屋
十
四
棟
へ

の
浸
水
を
防
ぎ
ま
し
た
。ま
た
、

北
阿
万
保
育
所
で
も
床
上
浸
水

が
あ
り
、
ポ
ン
プ
車
で
排
水
作

受
賞
お
め
で
と
う

サ
ッ
カ
ー
W
杯
ド
イ
ツ
大
会
出
場
へ
貢
献

日
本
代
表
不
動
の
右
サ
イ
ド
・
加
地
選
手

　

サ
ッ

カ
ー
の
ワ

ー
ル
ド
カ

ッ
プ
（
Ｗ

杯
）
ア
ジ
ア
最
終
予
選
Ｂ
組
の

日
本
対
北
朝
鮮
が
六
月
八
日
に
タ

イ
・
バ
ン
コ
ク
で
行
わ
れ
、
湊
出

身
の
加か

じ地
亮
あ
き
ら

選
手
が
先
発
出
場

し
活
躍
。日
本
が
二
対
〇
で
勝
ち
、

Ｗ
杯
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
西
淡
公
民
館
で
大

型
ス
ク
リ
ー
ン
観
戦
会
（
南
あ
わ
じ

市
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
）
が
開
か
れ
、

加
地
選
手
の
母
・
久
子
さ
ん
と
妻
・

那な

ち智
さ
ん
ら
約
九
十
人
が
ス
ク
リ

ー
ン
に
向
か
っ
て
応
援
。試
合
中
、

加
地
選
手
が
映
し
出
さ
れ
る
と
館

内
で
「
ア
キ
ラ
」
コ
ー
ル
が
響
き

わ
た
り
、
日
本
リ
ー
ド
の
ま
ま
試

合
が
終
了
す
る
と
総
立
ち
で
喜
び

を
わ
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　

最
前
列
で
観
戦
し
た
久
子
さ
ん

は
「
怪
我
に
気
を
つ
け
て
本
大
会

に
も
出
場
で
き
る
よ
う
に
成
長
し

淡
路
瓦
ま
つ
り
２
０
０
５
が
開
催

最
新
技
術
の
Ｐ
Ｒ
や
職
人
技
を
競
技

三原ライオンズクラブ
淡路人形を贈呈地元の郷土芸能の継承に貢献

業
を
し
た
ほ
か
、
と
り
残
さ
れ
た

園
児
を
安
全
な
場
所
へ
誘
導
し
、

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
ま
し

た
。

　

山
本
団
長
は
「
日
ご
ろ
か
ら
の

訓
練
の
成
果
を
発
揮
で
き
た
。
今

後
も
地
域
の
安
全
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

五
月
二
十
四
日
に
洲
本
市
民
会

館
で
行
わ
れ
た
洲
本
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
総
会
の
席
上
で
次
の
方

々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰

　

土
井 

久
司
さ
ん
（
湊
）

近
畿
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰

　

久
次
米
康
次
さ
ん
（
広
田
）

　

地
域
文
化
の
発
展
に
功
績
の
あ

っ
た
団
体
や
個
人
に
贈
ら
れ
る

「
淡
路
文
化
協
会
文
化
功
労
賞
」

が
賀
集
だ
ん
じ
り
唄
愛
好
会
（
土

井
美
千
代
代
表
）
に
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

同
愛
好
会
は
女
性
に
よ
る
だ
ん

じ
り
唄
グ
ル
ー
プ
の
草
分
け
と
し

て
昭
和
五
十
七
年
に
結
成
。
そ
の

後
も
、
島
内
外
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

で
活
躍
し
、
郷
土
芸
能
の
普
及
発

展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
中
学
生
が
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク

14
歳
の
貴
重
な
職
場
体
験

　

中
学
生
が
五
日
間
、
地
域
社
会

に
出
て
職
場
体
験
を
し
、
生
き
る

力
を
育
む「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー

ク
」
が
五
月
に
南
あ
わ
じ
市
内
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
職
場
体
験
を
し
た
の
は
市

内
の
中
学
二
年
生
五
百
八
十
九

人
。
農
業
や
漁
業
、
販
売
店
、
飲

食
店
、
公
共
施
設
な
ど
に
そ
れ
ぞ

れ
二
人
〜
十
一
人
に
分
か
れ
て
、

事
業
所
の
人
か
ら
説
明
を
受
け
な

が
ら
仕
事
を
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
の
声

　
「
は
じ
め
は
不
安
だ
っ
た
け
ど

仕
事
を
し
て
い
る
内
に
で
き
て
き

た
」「
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
な
ど

が
わ
か
っ
た
」「
地
域
の
人
と
触

れ
合
え
て
よ
か
っ
た
」「
仕
事
の

大
変
さ
や
大
切
さ
が
わ
か
っ
た
」

事
業
所
か
ら
の
声

　
「
最
初
は
戸
惑
っ
た
り
し
た
け

ど
徐
々
に
に
溶
け
込
ん
で
い
っ

た
」「
元
気
が
よ
か
っ
た
」「
真
面

目
に
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
た
」

　

地
域
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

※
こ
の
記
事
と
写
真
は
、
広
報
の

仕
事
体
験
に
き
た
ト
ラ
イ
や

る
生
と
共
に
作
成
し
ま
し
た

御原中学校生が
育児体験子育てへの理解を深める

て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。
次
回
の
応
援
イ
ベ
ン

ト
は
20
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

加地亮選手（ＦＣ東京所属）

▼日本の先制点に喜ぶ観戦者（西淡公民館）
路
瓦
工
業
組
合
や
西
淡
町
商
工
会

な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
の
主

催
。会

場
で
は
四
十
三
の
ブ
ー
ス

が
並
び
、
瓦
の
新
製
品
や
特
産
品

の
販
売
、
起
震
車
に
よ
る
地
震
体

験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
た

ほ
か
、
西
淡
太
鼓
衆
「
甍
い
ら
か

」
の

演
奏
と
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
屋
根
ふ
き
職
人
の
技

能
競
技
全
国
大
会
「
ヤ
ン
グ
ス
キ

ル
in
淡
路
」
も
開
催
さ
れ
、
十
八

人
の
選
手
が
屋
根
ふ
き
の
技
術
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

瓦
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
販
路

拡
大
を
目
指
そ
う
と
、
六
月
十
一

日
と
十
二
日
の
両
日
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
十
周
年
記
念
事
業
「
淡

路
瓦
ま
つ
り
」
が
西
淡
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

瓦
ま
つ
り
は
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
以
降
、
低
迷
を
続
け
た
島
内

の
瓦
業
界
が
こ
れ
ま
で
研
究
に
取

り
組
ん
で
き
た
屋
根
瓦
の
耐
震
施

工
や
軽
量
瓦
、
耐
風
・
耐
寒
瓦
な

ど
を
全
国
に
発
信
し
よ
う
と
、
淡

　地域貢献活動の一環として、三原ライオンズクラブ（藤井晶五

会長）が三原中学校へ、淡路人形浄瑠璃「傾
けいせいあわのなると

城阿波鳴門」に登場

するお弓（衣装・かしら・手）ほか人形の衣装２点を贈呈しました。

　同校郷土部では毎日人形を遣って長時間練習するため、人形の

傷みが激しくなっていました。ライオンズクラブ内ではこれを受

け、今回寄贈することにしました。人形はやや小ぶりで軽量にな

っており、中学生には扱いやすく作られています。

　子育てについて学ぶ「子育て理解講座」が御原中学校３年生の家庭

科の授業で始まりました。

　６月９日、第１回目の講座が松帆活性化センターであり、生徒 27

人が子育て学習センターせいだんに通う親子と交流をしました。生徒

たちは事前に作ってきたお手玉を使ったり、おもちゃの乗り物に幼児

を乗せたりして、幼児たちを楽しませていました。中には抱っこした

幼児が泣いてしまい、親からあやし方を教えてもらっていました。
▲ボールを使って子どもをあやす生徒

▲中田市長から表彰の伝達を受ける北阿万地区消防団

北
阿
万
地
区
消
防
団
に

水
防
功
労
者
表
彰

人
権
擁
護
委
員
の

土
井
久
司
さ
ん　

久
次
米
康
次
さ
ん
に
表
彰

賀
集
だ
ん
じ
り
唄
愛
好
会
に

淡
路
文
化
協
会
文
化
功
労
賞

▲新しい人形を遣って藤井会長にお礼する部員たち

▲瓦ふきの技術を競う選手

▲ホテルの庭を草むしり▲厨房で料理の下ごしらえ

▲獲れたての魚を運ぶトライやる生 ▲エンジンオイルの交換

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
窓
ふ
き

▲

保
育
所
で
絵
本
読
み
聞
か
せ

▲
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情報瓦ばん

　
市
営
住
宅
入
居
者

◆
対
象　

政
令
月
収
20
万
円
以
下

◆
受
付
期
間　

７
月
４
日
（
月
）

〜
８
日
（
金
）
※
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。
公

開
抽
選
日
は
7
月
20
日
（
水
）

◆
申
込
み　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

◆
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課
☎

37
・
３
０
１
６

○
阿
那
賀
団
地　
（
阿
那
賀

１
１
３
８
番
地
１
）

　

※
阿
那
賀
（
南
・
中
・
北
栄
）

地
区
在
住
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

▽
募
集
戸
数　

1
戸　

Ａ
―
２
棟

３
０
４
号 

３
Ｄ
Ｋ
（
単
身
不
可
）

▽
建
設
年
度　

平
成
2
年
度

▽
家
賃
月
額　

１
８
３
０
０
円
〜

３
０
３
０
０
円

▽
駐
車
料
金　

１
台
に
付
き
月
額

２
５
０
０
円

○
伊
加
利
団
地
（
伊
加
利

２
４
９
０
番
地
）

▽
募
集
戸
数　

１
戸　

B
―
14
号

３
Ｄ
Ｋ
（
単
身
不
可
）

▽
建
設
年
度　

昭
和
53
年
度

▽
家
賃
月
額　

１
４
０
０
０
円
〜

２
３
３
０
０
円

○
三
条
住
宅
（
市
三
条
１
１
３
９

番
地
１
０
）

▽
募
集
戸
数　

１
戸　

６
０
１
号

３
Ｄ
Ｋ
（
単
身
不
可
）

▽
建
設
年
度　

平
成
3
年
度

▽
家
賃
月
額　

２
１
８
０
０
円
〜

３
６
１
０
０
円

○
さ
く
ら
台
団
地
（
賀
集
八
幡
南

３
２
６
番
地
）

▽
募
集
戸
数　

２
戸　

し
だ
れ
棟

１
―
2
号
、
お
お
や
ま
棟
１
―

２
号　

３
Ｄ
Ｋ
（
単
身
不
可
）

▽
建
設
年
度　

平
成
10
・
11
年
度

▽
家
賃
月
額　

２
６
２
０
０
円
〜

４
４
０
０
０
円

▽
駐
車
料
金　

１
台
に
つ
き
月
額

２
５
０
０
円

西
淡
公
民
館
臨
時
職
員

▽
勤
務　

土
日
曜
・
祝
日
勤
務
の

で
き
る
方
。
原
則
週
休
２
日

▽
業
務
内
容　

図
書
室
管
理
お

よ
び
公
民
館
管
理

▽
業
務
時
間
帯　

午
前
９
時
30

分
〜
午
後
７
時
30
分
。
こ
の

間
の
８
時
間
パ
ー
ト
・
４
時

間
パ
ー
ト

▽
時
間
給　

９
０
０
円

▽
採
用
予
定
人
員　

８
時
間
パ
ー

ト
、
４
時
間
パ
ー
ト　

各
１
名

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
で
、
高

校
卒
業
以
上
の
方
。
要
普
通
自

動
車
免
許
。
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
で
き

る
方
。
要
図
書
司
書
資
格
（
８

時
間
パ
ー
ト
の
方
の
み
）。
採

用
に
当
た
っ
て
は
、
筆
記
試
験

と
面
接
試
験
を
行
い
ま
す

▽
採
用
予
定
日　

8
月
1
日
頃

▽
申
込
み　

履
歴
書
に
必
要
事
項

記
入
の
上
、
西
淡
公
民
館
（
〒

６
５
６
―
０
３
９
３
、
南
あ

わ
じ
市
湊
７
５
―
１
、
☎
37
・

３
０
２
８
）
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
締
め
切
り
は
、
７
月
15

日
（
必
着
）

学
童
保
育
指
導
員
の
登
録

　

学
童
保
育
指
導
員
の
登
録
を
受

付
し
ま
す
。
こ
の
登
録
制
度
は
、

学
童
保
育
が
増
設
さ
れ
た
場
合
、

原
則
こ
の
登
録
者
の
中
か
ら
任
用

す
る
も
の
で
す
。

　

保
育
士
資
格
も
し
く
は
各
種
教

諭
免
許
を
お
持
ち
の
方
で
、
こ
の

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
福
祉

課
（
☎
44
・
３
０
０
２
）
へ
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
補
助
員

▽
業
務
内
容  

子
育
て
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
事
務
（
活
動
）
補
助

▽
勤
務
場
所  

子
育
て
学
習
セ
ン

タ
ー
み
は
ら（
働
く
婦
人
の
家
内
）

▽
採
用
予
定
日　

７
月
26
日（
火
）

▽
勤
務
時
間　

週
４
日
、
午
前
９

時
〜
午
後
１
時

▽
採
用
人
数　

１
名
（
満
40
歳
以

下
の
女
性
。
要
普
通
自
動
車
免
許
）

▽
受
付
期
限　

７
月
７
日
（
木
）

▽
試
験　

個
人
面
接
（
７
月
中
旬
予
定
）

▽
申
込
み　

市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
記
入
（
写
真
添

付
）
の
上
、
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
文
化
振
興
課
（
〒

６
５
６
―
０
３
９
３
、 

南
あ

わ
じ
市
湊
９
０
―
１
、
☎
37
・

３
０
２
０
）

地
元
出
身
・
サ
ッ
カ
ー
選
手

応
援
イ
ベ
ン
ト

◆
ス
ク
リ
ー
ン
観
戦　

東
ア
ジ
ア

選
手
権
に
出
場
す
る
日
本
代
表
の

加
地
亮
選
手
（
湊
出
身
）
を
大
ス

ク
リ
ー
ン
で
応
援

▽
日
時　

７
月
31
日
（
日
）
午
後

７
時
30
分　

※
北
朝
鮮
戦

▽
場
所　

西
淡
公
民
館

▽
そ
の
他　

入
場
無
料

▽
申
込
み　

南
あ
わ
じ
市
サ
ッ
カ

ー
協
会
・
河
辺
☎
０
９
０
・
３ 

６
２
２
・
８
９
４
３
、
F 

36
・ 

５
５
７
９
、
ハ
ガ
キ
：
南
あ
わ

じ
市
湊
１
３
２
５
―
６

◆
応
援
ツ
ア
ー　

①
谷た
に
い
け
よ
う
へ
い

池
洋
平
選

手
（
津
井
出
身
・
徳
島
ヴ
ォ
ル

テ
ィ
ス
）と
松ま
つ
う
ら
こ
う
じ

浦
宏
浩
選
手（
福

良
出
身
・
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
）
の

一
戦
。
②
波は

と戸
康や
す
ひ
ろ広
選
手
（
津

井
出
身
・
柏
レ
イ
ソ
ル
）
と
ヴ

ィ
ッ
セ
ル
神
戸
と
の
一
戦

▽
日
時　

①
７
月
13
日
（
水
）
午

後
７
時
試
合
開
始
。
②
７
月
17

日
（
日
）
午
後
７
時
試
合
開
始

▽
場
所　

①
鳴
門
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
。
②
神
戸
ユ
ニ
バ

記
念
競
技
場

▽
参
加
費　

５
０
０
０
円
前
後

▽
申
込
み　

南
あ
わ
じ
市
サ

ッ
カ
ー
協
会
事
務
局
☎
36
・

４
８
２
２

き
ら
ら
・
ウ
イ
ン
ズ
「
夏
祭
り
」

▽
日
時　

７
月
22
日
（
金
）
午
後

６
時
〜
８
時　

※
小
雨
決
行

▽
場
所　

き
ら
ら
・
ウ
イ
ン
ズ（
神

代
浦
壁
）

▽
内
容　

三
原
高
校
吹
奏
楽
部
演

奏
、
志
知
高
校
和
太
鼓
チ
ー

ム
「
翔
か
け
る

」
演
奏
、
阿
波
踊
り

「
水す

い
ぐ
ん
う
た
げ

軍
宴
連
」、
夜
店
、
バ
ザ
ー

▽
問
い
合
わ
せ　

き
ら
ら
☎
43
・

２
１
５
５
、
ウ
イ
ン
ズ
☎
43
・

２
８
１
１

地
域
交
流
サ
ロ
ン
「
い
ち
ば

ん
星
」
の
イ
ベ
ン
ト

◆
第
３
回
い
ち
ば
ん
星
バ
ザ
ー

▽
日
時　

７
月
５
日
（
火
）
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

※
雨
天
時
は
縮
小
し
て
開
催

◆
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時　

７
月
14
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

▽
内
容　

音
楽
療
法
士　

堀
宏
子

氏
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

▼
場
所
・
問
い
合
わ
せ　

い
ち
ば

ん
星
（
市
福
永
５
７
２
）
☎

42
・
５
５
５
６

認
知
症
に
つ
い
て
の
講
演
会

▽
日
時　

７
月
14
日
（
木
）
午
後

１
時
〜

▽
場
所　

南
淡
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー　

※
入
場
無
料

▽
講
師　

南
淡
路
病
院
精
神
科
医

　

下
村
昇
先
生

▽
問
い
合
わ
せ　

南
淡
路
病
院
☎

53
・
１
５
５
３

介
護
教
室 

▽
内
容　

口
腔
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト

▽
日
時　

７
月
２
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
３
時
30
分

▽
場
所　

緑
公
民
館

▽
講
師　

大
栗
歯
科
医
院　

大
栗

司
院
長

▽
対
象
者　

市
内
在
住
の
方

▽
申
込
み　

南
あ
わ
じ
市
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
〔
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
太
陽
の
家
〕
☎
43
・

３
８
０
３

阿
万
海
岸
海
水
浴
場
の
美
化
活
動

▽
日
時　

７
月
20
日
（
水
）
午
前

７
時
か
ら
約
１
時
間
程
度
（
毎

月
第
３
水
曜
日
実
施
）

▽
集
合
場
所　

阿
万
海
岸
海
水
浴
場

▽
そ
の
他　

一
般
参
加
歓
迎
。
雨

天
中
止

▽
問
い
合
わ
せ　

南
あ
わ
じ
市
観

光
協
会
☎
36
・
４
０
７
９

西
淡
と
れ
た
て
日
曜
朝
市

▽
日
時　

７
月
・
８
月
の
毎
日
曜

日
午
前
８
時
〜
11
時

▽
場
所　

丸
山
港
『
魚
彩
館
』
横

広
場　

※
小
雨
決
行

▽
内
容　

地
元
で
と
れ
た
魚
や
野

菜
、
日
用
雑
貨
な
ど
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
。
出
店
者
も
募
集

中
（
出
店
無
料
）

▽
問
い
合
わ
せ　

西
淡
町
商
工
会

阿
那
賀
支
部
☎
36
・
２
２
７
５

う
ず
し
お
朝
市

　
（
毎
月
第
４
日
曜
開
催
中
）

▽
日
時　

７
月
24
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

　
（
駐
車
場
は
旧
福
良
中
跡
地
）

▽
そ
の
他　

お
買
上
５
０
０
円
ご

と
に
ス
ピ
ー
ド
く
じ

▽
問
い
合
わ
せ　

福
良
漁
業
協
同

組
合
☎
52 

・
０
０
６
４

あ
そ
び
の
広
場
を
開
設

　

発
達
が
気
に
な
る
お
子
様
と
保

護
者
の
方
を
対
象
に
ふ
れ
あ
い
の

場
を
設
け
ま
し
た
。

▽
日
時　

毎
月
第
４
土
曜
日
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

洲
本
市
総
合
福
祉
会
館

　

２
階
研
修
室

▽
問
い
合
わ
せ　

五
色
精
光
園
☎

０
７
９
９
・
35
・
０
２
３
１

　
身
体
障
害
者
移
動
相
談

▽
対
象
者　

視
覚
ま
た
は
肢
体
の

不
自
由
に
よ
り
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

▽
内
容　

医
師
や
理
学
療
法
士
、

身
体
障
害
者
福
祉
司
な
ど
専

門
の
方
に
よ
る
補
装
具
（
補
聴

器
、
車
椅
子
、
義
肢
、
装
具
等
）

や
心
配
事
な
ど
の
相
談

▽
日
時
・
場
所　

聴
覚
：
８
月
９

日
（
火
）
午
前
９
時
30
分
〜

正
午
（
洲
本
市
健
康
福
祉
館
）。

肢
体
：
８
月
26
日
（
金
）
午
前

９
時
30
分
〜
正
午
（
緑
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
）

▽
申
込
み　

福
祉
課
☎
44
・

３
０
０
２
ま
で
。
締
め
切
り

は
、
聴
覚
：
７
月
26
日
（
火
）、

肢
体
：
８
月
12
日
（
金
）

無
料
法
律
相
談

▽
日
時　

７
月
26
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分

▽
場
所　

三
原
市
民
セ
ン
タ
ー
１

階
小
会
議
室

▽
内
容　

市
民
を
対
象
に
無
料
で

市
顧
問
弁
護
士
が
法
律
相
談

に
応
じ
ま
す

▽
そ
の
他　

予
約
が
必
要
（
先
着

10
名
ま
で
）

▽
申
込
み　

市
民
課
☎
43
・

５
０
２
３

行
政
相
談

▽
日
時　

７
月
13
日
（
水
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

▽
場
所　

三
原
公
民
館
小
会
議
室

▽
内
容　

市
民
を
対
象
に
行
政
相

談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す

▽
申
込
み　

市
民
課
☎
43
・

５
０
２
３

困
っ
た
時
は
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

さ
わ
や
か
県
民
相
談
室
へ

　

秘
密
厳
守
に
無
料
で
専
門
の
相

談
員
に
よ
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

◆
高
齢
者
へ
の
法
律
相
談

▽
日
時　

７
月
８
、
22
日
（
金
）

午
後
１
時
〜
３
時

▽
場
所　

県
洲
本
総
合
庁
舎

◆
パ
ソ
コ
ン
で
対
話
す
る
法
律
相
談

▽
日
時　

７
月
７
・
14
・
21
・
28

日
（
木
）
午
後
１
時
〜
３
時

▽
場
所　

県
洲
本
総
合
庁
舎

◆
申
込
み　

さ
わ
や
か
県
民

相
談
室
☎
０
１
２
０
・
36
・

７
８
３
０

交
通
事
故
相
談

▽
日
時
・
場
所　

７
月
14
日

（
木
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

４
時
（
場
所
：
淡
路
市
役
所

本
庁
舎
、
０
７
９
９
・
64
・

０
０
０
１
）。
７
月
21
日
（
木
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
場
所
：
県
洲
本
総
合
庁
舎
、

０
１
２
０
・
36
・
７
８
３
０
）

司
法
書
士
会
淡
路
支
部
の
無

料
相
談

◆
法
律
・
登
記
相
談

▽
日
時　

７
月
19
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
正
午　

※
要
予
約

▽
場
所　

県
洲
本
総
合
庁
舎

◆
多
重
債
務
者
相
談

▽
日
時　

７
月
25
日
（
月
）
午
前

10
時
〜
正
午　

※
要
予
約

▽
場
所　

県
洲
本
総
合
庁
舎

◆
申
込
み　

野の
ぐ
ち
や
す
し

口
泰
嗣
司
法
書
士

事
務
所
☎
26
・
３
１
２
３

2005.7.1発行

ご
案
内

相　

談

募　

集
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■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
伊加利山村広場☎39-1126
温水プール☎42-4994
三原健康広場☎42-5630
B&G南淡海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター
　☎55-0652
賀集スポーツセンター
　☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-3535
津井地区公民館☎38-0010
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎15-1036（CA）
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
阿万地区公民館☎55-0046
北阿万地区公民館☎55-0055
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

広報 

今月の
おすすめ図書

●こどもに伝えたい今も昔も大切な100のことば
サンリオ・辻信太郎編（サンリオ）

中国の古典『菜根譚』を参考
に思いやり、助け合う心な
ど人にとって大切なこと
を伝えます。

●問題な日本語
　北原保雄著（大修館書店）

緑公民館図書室☎44-3008

●妻への詫び状
日経マスターズ編（日経ＢＰ社）

定年夫から妻への80通の
「詫び状」と、妻からの70
通の「反撃」と感謝の手紙を
収録。なぜ定年夫は妻に嫌
われるのかを検証。

●かさかしてあげるよ
　金指芙美代作（ひくまの出版）

三原図書館☎43-5037

●エルマーのぼうけん
ルーススタイルス・ガネット作（福音館書店）

少年エルマーのゆかいで
すばらしいぼうけんをと
おし、子どもたちの経験を
ゆたかにし、夢を大きく広
げる児童文学です。

●美空ひばり‐時代を歌う‐
　木下英治著（新潮社）

西淡公民館図書室☎37-3028

●親子で実践！犯罪・危険・事故回避マニュアル
小宮信夫監修（主婦と生活社）

親が小さな子どもに、ひと
りでいるときに自分で自
分の身を守る方法を教え
るためのハウツー本。ケー
ス別対策がイラスト付き
でよくわかる。犯罪編、危
険回避編、性的虐待編、メ
ンタルヘルス編から構成。
●やまださんちのてんきよほう
　長谷川義史作（絵本館）
南淡図書館☎53-0234

●7月の図書館カレンダー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　 2  
 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　 8 　 9
10　11　12　13　14　15　16
17　18　19　20　21　22　23
24　25　26　27　28　29　30
31

日 月 火 水 木 金 土

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9時30分～19時
　ただし、日曜日・祝日は、午後5時まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も5時まで）
☆休 館 日／月曜日・祝日の翌日
                  月末整理日（平日）
　※図書の返却日をお守りください

※○はおやすみです

《小学校低学年の部》

ないた／バスをおりたら・・・

／ひ・み・つ／アリからみ

ると

《小学校中学年の部》

スズメの大研究／かげまる

／いえででんしゃはこしょ

うちゅう？／犬ぞりの少年

《小学校高学年の部》

歩きだす夏／空のてっぺん

銀色の風／ぼくらはみんな

生きている／アレクセイと

泉のはなし

《中学校の部》

秘密の道をぬけて／魔の海に炎たつ／甦

れ、ブッポウソウ

《高等学校の部》

村田エフェンディ滞土録／天国の五人／

アフガニスタンに住む彼女からあなたへ

夏休みの課題図書

ま
な
び
の
扉

�
ル
ド
実
行
委
員
会
事
務
局
☎

０
９
０
・
９
０
９
５ 

 

３
４
９
３

文
化
体
育
館
「
元
気
の
森
ホ

ー
ル
」
休
館
の
お
知
ら
せ

　

８
月
21
日
（
日
）
開
催
の
「
第

44
回
全
国
教
職
員
相
撲
選
手
権
大

会
」
の
準
備
の
た
め
、
８
月
１
日

（
月
）
〜
26
日
（
金
）
ま
で
、ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
含
む
全
館
休
館

し
ま
す
。

　

休
館
中
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

文
化
体
育
館
☎

50
・
５
０
７
７

く
ら
し
の
便
利
帳
の
訂
正
と

お
詫
び　
　

　

92
ペ
ー
ジ
文
化
体
育
館
使
用
料

の
冷
暖
房
料
金
が
間
違
っ
て
い
ま

し
た
。「
暖
房
５
０
０
０
円　

冷

房
７
０
０
０
円
」
が
正
し
い
料
金

で
す
。
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。

天
体
観
測
会

七
夕
の
星
を
見
よ
う

▽
日
時　

７
月
10
日
（
日
）
午
後

８
時
〜

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭

▽
参
加
費　

大
人
１
０
０
円
、
子

ど
も
無
料

▽
そ
の
他　

子
ど
も
だ
け
の
参
加

は
不
可
。
悪
天
候
時
は
室
内
で

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

▽
問
い
合
わ
せ　

神
代
小
学
校
天

体
観
測
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

代
表　

木
田
徹
☎
０
９
０
・

　

３
６
１
６
・
３
８
２
４

展
示
室
で
行
い
ま
す
。
用
紙
・

絵
の
具
等
は
各
自
で
ご
用
意
く

だ
さ
い
。
平
野
隆
三
・
谷
口
紘

也
両
画
伯
も
参
加
さ
れ
ま
す

▽
問
い
合
わ
せ　

淡
路
人
形
浄
瑠

璃
資
料
館
☎
43
・
５
０
３
７

エ
ン
デ
・
ワ
ー
ル
ド 

２
０
０
５   

ヤ
マ
モ
モ
狩
り

　

人
と
自
然
の
豊
か
な
調
和
を

考
え
る
催
し
�
エ
ン
デ
・
ワ
�
ル

ド
�
�
無
農
薬
・
有
機
栽
培
で
丹

精
こ
め
て
作
ら
れ
た
ヤ
マ
モ
モ
を

召
し
上
が
り
ま
せ
ん
か
？

▽
日
時　

７
月
３
日
（
日
）
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
１
時

▽
場
所　

別
所
文
雄
邸
裏
山
（
伊

加
利
２
２
６
１
）
陸
の
港
西
淡

〜
伊
加
利
交
差
点
を
右
折
約

１
㌔
、
屋
上
の
風
車
が
目
印

▽
参
加
費　

５
０
０
円
、
小
学
生

以
下
無
料

▽
そ
の
他　

昼
食
、
帽
子
、
タ
オ

ル
を
各
自
用
意
。
当
日
参
加
可

▽
問
い
合
わ
せ　

エ
ン
デ
・
ワ

　
兵庫のまつり－ふれあいの祭典

◆一般部門
▽応募方法　２句１組（複数応募可）。
　雑詠、未発表作品に限ります。前書きは認めません
▽応募料　１組につき1,000円（郵便小為替で）
▽応募方法　便箋を使用し、郵便番号、住所、氏名、ふりがな、
　年齢、性別、職業、電話番号、大会当日の出欠を楷書で明記
　し、応募料を同封のうえ、〒651-1212神戸市北区筑紫が
　丘5-2-10　楠田哲郎方　兵庫県俳句協会事務局宛てに郵送

◆ジュニア部門
▽応募資格　県内の中学・高校生
▽作品　課題「夕焼」（ひとり１句、未発表作品）
▽応募料　無料
▽応募方法　所定の用紙を使用し、学校を通じて応募
※締め切り、両部門とも８月31日（水）消印有効

◆俳句祭大会
▽日時　10月 23日（日）午後１時～
▽場所　三原公民館大ホール
▽内容　作品発表、表彰式、当日投句（課題「鰯雲」）

■問い合わせ　俳句祭南あわじ市実行委員会事務局（生涯学
　習文化振興課内）☎ 37-3020

　「俳句祭」作品募集　
初回トレーニング講習会の受講者募集
　　トレーニングルームを利用する場合、初回
のみこの講習会を受講していただきます
●対象者　16歳以上
●講習会受講料　500円
●１講習会定員　６名（完全予約制）
●利用料金　200円（２回目以降）
※申込みは７月５日（火）午前８時 30分から
電話で受付します。☎ 50-5077

※お子様連れでの受講はご遠慮ください

月　日 曜日 第 1講習時間 第2講習時間

７月 9日 土 10:30～12:00 14:00～ 15:30

７月 15日 金 13:30～15:00 18:30～ 20:00

７月 18日 月 10:30～12:00 14:00～ 15:30

７月 24日 日 10:30～12:00 14:00～ 15:30

月末日

真
夏
の
祭
典　
カ
ブ
ト
ム
シ
Ｋ
１

グ
ラ
ン
プ
リ
in
松
帆
ア
リ
ー
ナ

▽
日
時　

７
月
27
日
（
水
）
午
前

10
時
〜

▽
場
所　

松
帆
活
性
化
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

個
人
で
飼
っ
て
い
る
カ

ブ
ト
ム
シ
を
持
ち
寄
っ
て
、
丸

太
の
土
俵
上
で
力
強
さ
を
競

い
合
い
ま
す

▽
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
文
化

振
興
課
☎
37
・
３
０
２
０

サ
ン
プ
ー
ル
の

　
短
期
子
供
水
泳
教
室　

▽
対
象
・
日
時　

❶
３
歳
か
ら

小
学
３
年
生
で
ク
ロ
ー
ル
25

㍍
泳
げ
な
い
人
：
７
月
21
日

（
木
）・
22
日
（
金
）・
24
日
（
日
）

の
３
日
間
。
❷
年
長
か
ら
小
学

６
年
生
で
ク
ロ
ー
ル
25
㍍
泳

げ
な
い
人
：
７
月
26
日
（
火
）

〜
７
月
30
日
（
土
）
の
５
日

間
。
❸
３
歳
か
ら
小
学
３
年
生

で
ク
ロ
ー
ル
25
㍍
泳
げ
な
い

人
：
８
月
２
日
（
火
）
〜
４
日

（
木
）
の
３
日
間
。
※
各
コ
ー

ス
と
も
に
、
午
前
９
時
30
分
〜

１
時
間

▽
定
員　

各
コ
ー
ス
20
名
程

▽
参
加
費　

３
日
間
コ
ー
ス

３
５
０
０
円
、
５
日
間
コ
ー
ス

５
５
０
０
円
。
※
南
あ
わ
じ
市

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
会
員

は
５
０
０
円
引
き

▽
申
込
み　

サ
ン
プ
ー
ル
☎
42
・

４
９
９
４

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の
特
別
公
演

▽
日
時　

７
月
３
日
（
日
）
午
後

４
時
10
分
〜

▽
場
所　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
館

（
大
鳴
門
橋
記
念
館
内
）

▽
出
演
者　

淡
路
人
形
座　
　

　

・
太　

夫　

竹
本
友
喜
美

　

・
三
味
線　

鶴
澤　

友
路

▽
外
題　

玉
藻
前
旭
袂
三
段
目
道

春
館
の
段

▽
入
場
料　

大
人
１
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
５
０
０
円

▽
問
い
合
わ
せ　

淡
路
人
形
浄
瑠

璃
館
☎
52
・
０
２
６
０

夏
休
み
子
ど
も
ビ
デ
オ
絵
本

上
映
会

　

遠
い
昔
か
ら
、
親
か
ら
子
へ
と

語
り
継
が
れ
て
き
た
昔
ば
な
し
。

　

子
ど
も
の
や
さ
し
い
心
を
育
む

世
界
の
名
作
童
話
「
ま
ん
が
世
界

昔
ば
な
し
」
を
、
夏
休
み
中
に
10

回
シ
リ
ー
ズ
で
上
映
し
ま
す
。

▽
日
時　

７
月
22
・
26
日
、
８

月
２
・
５
・
９
・
12
・
16
・
19
・

23
・
26
日　

午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

▽
場
所　

南
淡
図
書
館
２
階
視
聴

覚
室　

※
入
場
無
料

▽
問
い
合
わ
せ　

南
淡
図
書
館
☎

53
・
０
２
３
４

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

▽
開
館　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
休
館
日
：
月
曜
、
祝
日
の
翌

日
、
年
末
年
始
）

▽
特
別
展
示
室　
「
浄
瑠
璃
本
展
」

資
料
館
収
蔵
の
浄
瑠
璃
本
約

２
２
０
０
冊
の
中
か
ら
選
り
す

ぐ
っ
て
展
示
。
８
月
19
日
ま
で

▽
第
２
展
示
室　
「
徳
田
壽
春
写
真

展
―
カ
メ
ラ
旅
日
記
」　

淡
路
島

お
よ
び
高
山
・
奥
州
の
風
物
写

真
24
点
を
展
示
。
７
月
末
ま
で

▽
淡
路
人
形
写
生
会　

７
月

６
・
７
日
午
後
１
時
か
ら
第
１
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心のかけはし

24

結婚

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日

南山　和也（神　代）

北井　一也（福　良）

森長　慶太（松　帆）

冨士元　秀樹（榎　列）

木下　浩輔（　市　）

久留米　修一（福　良）

太田　晃良（志　知）

齋藤　裕樹（潮美台）

川添　卓也（阿　万）

荒川　香織（徳島県）

亀井理恵子（神戸市）

榎本　梨絵（松　帆）

池田　綾子（阿　万）

王　　　杉（中　国）

坂口　由子（倭　文）

中田　絵美（　灘　）

丹野　留菜（淡路市）

小田　明子（洲本市）

5月20日

5月21日

5月21日

5月30日

5月30日

5月30日

5月31日

6 月 6 日

6月16日

平成17年６月19日までの受付分（敬称略）
※この欄への掲載を希望しない人は、届け出のときに窓口へお申し出ください。

ま
ち
の
動
き

●人　口 54,466人（前月比－18人）
　（男）　 26,298人（前月比－８人）
　（女）　 28,168人（前月比－10人）
●世帯数 18,003世帯（前月比＋23世帯）

※平成17年６月1日現在

赤ちゃん
性
別
保護者 地区 出生日

堀部那
な な み

奈実

谷間　祐
ゆづき

月

陶山　凪
なつき

月

奥田　青
せいは

葉

嶋田　光
る か

夏

小坂　彩
さ え

絵

細川　拓
たくま

真

濵田　聖
せいま

馬

荒瀬　衣
いおり

織

榎本　小
こなつ

夏

角村　愛
あ い

依

南　　和
のどか

花

三輪みらの

武田　竜
りゅうしょう

昇

前平　　華
はな

稲葉　万
ま ゆ

優

増田　茉
まりん

凛

濱口　司
しずき

築

中川　慈
いつき

喜

桂　　優
まさと

斗

安冨　元
げんき

貴

堂薗　　漣
れん

北崎まあり

納　　健
けんしん

心

濱口　　廉
れん

入野　叶
かのは

羽

田辺　元
げんき

気

女

女

男

男

女

女

男

男

女

女

女

女

女

男

女

女

女

男

男

男

男

男

女

男

男

女

男

元 次

正 和

祥

均

正 和

健 次

博 史

陽 聖

勇次郎

昌 生

哲 也

芳 広

智 久

忠 義

行 正

義 昭

隆 之

昭 彦

元 喜

正 和

正 彦

匡

雅 晃

一 也

三 治

央

雄 二

榎 列

福 良

鳥取県

広 田

神戸市

倭 文

八 木

神 代

市

市

榎 列

八 木

福 良

広 田

志 知

大阪府

神 代

松 帆

北阿万

福 良

松 帆

大阪府

阿 万

潮美台

榎 列

八 木

松 帆

5月 10 日

5月 13 日

5月 14 日

5月 14 日

5月 16 日

5月 20 日

5月 20 日

5月 21 日

5月 23 日

5月 23 日

5月 24 日

5月 25 日

5月 26 日

5月 26 日

5月 26 日

5月 27 日

5月 29 日

5月 30 日

6 月 4 日

6 月 4 日

6 月 6 日

6 月 7 日

6 月 8 日

6 月 9 日

6月 11 日

6月 12 日

6月 15 日

出生

み ど り（☎44-3008）開設日：月・火・水・金 
せいだん（☎37-3028）開設日：月・火・木・金 
み は ら（☎42-7703）開設日：火・水・木・金 
なんだん（☎50-3048）開設日：月・火・水・金 

■南あわじ市子育て学習センター 

午前9時～ 
午後1時 

【開設時間】 

地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
運
動

〜「
わ
た
し
の
子
ど
も
」か
ら「
わ
た
し
た
ち
の
子
ど
も
た
ち
」へ
〜
青少年育成センター
☎37－3026

ハ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
・
メ
ン
バ
ー
ズ

2005.7.1発行

　

先
日
、
あ
る
若
い
お
母
さ
ん
か

ら
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。「
私
も

地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん

に
登
録
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
の
で

す
」と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

自
分
の
で
き
る
こ
と
か
ら
地
域
の

子
ど
も
た
ち
に
関
わ
り
、
つ
な
が

り
を
持
ち
た
い
と
い
う
。
そ
ん
な

思
い
願
い
を
持
っ
た
大
人
が
校
区

社
会
に
一
人
で
も
多
く
な
れ
ば
、

き
っ
と
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
か
に
な

り
、
南
あ
わ
じ
市
が
明
る
く
な
り

ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
「
大
人
が
変

わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
る
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ

う
、
子
ど
も
が
育
つ
地
域
社
会
」

を
目
標
に
、
ハ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
メ

ン
バ
ー
ズ
『
地
域
の
お
じ
さ
ん
・

お
ば
さ
ん
運
動
』
を
展
開
し
て
い

ま
す
。 

皆
さ
ん
も
登
録
し
て
運
動

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
は
大
人
を
映
す
鏡

　
「
映
る
と
も
思
わ
ず　

映
す
と

も
思
わ
ず　

映
る
月
と
水
」

　

興
福
寺
の
僧
が
猿さ

る
さ
わ沢

の
池
の
辺

り
を
散
歩
し
て
い
た
と
き
に
詠
ん

だ
歌
だ
と
い
い
ま
す
。
何
気
な
く

水
面
に
映
る
月
の
美
し
い
光
景
に

は
っ
と
気
づ
い
た
の
で
し
ょ
う
。

後
に
、
こ
の
歌
に
秘
め
ら
れ
て
い

る
奥
義
に
感
服
し
、
柳
生
新
陰
流

の
極
意
歌
と
な
り
ま
し
た
。「
子

ど
も
は
大
人
（
社
会
）
を
映
す
鏡
」

と
言
い
ま
す
。
ま
さ
に
子
ど
も
の

問
題
は
大
人
自
身
の
問
題
な
の
で

す
。
そ
ん
な
考
え
に
た
っ
て
み
る

と
、
私
た
ち
大
人
が
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
ま
り
に
も
多

い
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

　
「
子
ど
も
が
変
わ
れ
ば
大
人
が

変
わ
る
」
と
い
う
事
象
は
確
か
に

存
在
し
ま
す
。
子
ど
も
に
教
え
ら

れ
る
と
か
、
子
ど
も
か
ら
学
ぶ
と

い
う
大
人
は
、
日
ご
ろ
子
ど
も
を

ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
尊
重
し
て

い
る
心
の
表
れ
か
ら
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
子

ど
も
が
変
わ
れ
ば
大
人
が
変
わ

る
」
と
い
う
こ
と
は
逆
立
ち
現
象

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

改
革
の
原
動
力

　

竜
馬
は
「
改
革
の
原
動
力
は
、

自
ら
が
変
わ
る
こ
と
に
あ
る
」
と

言
っ
て
、
改
革
に
燃
え
東
西
を

駆
け
巡
り
ま
し
た
。「
大
人
が
変

わ
る
な
ど
、
も
う
期
待
で
き
な

い
・・・
」
と
嘆
く
人
も
い
ま
す
が
、

い
つ
の
時
代
も
一
人
ひ
と
り
の
努

力
や
小
さ
い
仲
間
（
同
志
）
の
行

い
が
改
革
の
原
動
力
で
あ
っ
た
は

ず
で
す
。

　
「
自
分
だ
け
や
っ
て
も
」「
自
分

に
は
関
係
が
な
い
」
と
い
う
考
え

方
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
「
大
人
が

変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
る
」
の

第
一
歩
に
な
り
ま
す
。
や
ら
な
い

こ
と
は
、
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

非
行
の
低
年
齢
化

　

七
月
は
み
ん
な
の
力
で
犯
罪
や

非
行
を
防
止
し
「
明
る
い
社
会
を

築
こ
う
」
と
い
う
運
動
の
全
国
強

調
月
間
で
す
。
少
年
の
犯
罪
は
、

数
年
前
か
ら
減
少
し
て
い
る
も
の

の
、
県
下
に
お
け
る
全
刑
法
犯
の

検
挙
・
補
導
人
員
の
四
一
・
六
パ
ー

セ
ン
ト
を
少
年
が
占
め
て
い
ま
す

（
平
成
十
七
年
四
月
現
在
）。な
お
、

十
四
歳
未
満
の
触
法
少
年
が
増
加

し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
低
年
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
家
庭
・
地
域

社
会
が
力
を
合
わ
せ
、
し
っ
か
り

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

れ
ま
せ
ん
。
母
親
は
千
五
百
キ
ロ

グ
ラ
ム
の
重
い
か
た
ま
り
と
な

り
、
同
時
に
時
速
二
百
〜
三
百
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
ス
ピ
ー
ド
で
膨
ら

む
エ
ア
バ
ッ
ク
と
の
間
で
赤
ち
ゃ

ん
を
板
ば
さ
み
に
し
て
し
ま
う
の

で
す
。
こ
れ
が
一
秒
に
も
満
た
な

い
わ
ず
か
な
瞬
時
に
起
こ
り
ま

す
。

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
装
着
し

て
い
れ
ば
助
か
っ
た
の
に
・
・
・

そ
ん
な
後
悔
だ
け
は
し
た
く
あ
り

ま
せ
ん
。
じ
ゃ
ま
く
さ
い
と
き
も

あ
る
で
し
ょ
う
が
「
車
に
乗
せ
る

＝
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
」
と
、
も

う
一
度
習
慣
化
し
ま
し
ょ
う
。

（
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー　

せ
い

だ
ん　

川
西
淳
子
）

　

六
歳
未
満
の
乳
幼
児
に

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
が
義

務
付
け
さ
れ
て
五
年
が
経

過
し
ま
す
。
慣
れ
か
ら
い

い
加
減
な
装
着
に
な
っ
て

き
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

意
外
に
多
い
の
が
助
手

席
で
母
親
が
赤
ち
ゃ
ん

を
抱
い
て
い
る
ケ
ー
ス
で

す
。
時
速
四
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
他
の
車
と
衝
突
し

た
場
合
、
母
親
は
絶
対
に

赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い
て
い
ら

正
し
く
着
用
し
て

ま
す
か
？

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

▲親子水泳教室（子育て学習センターせいだん）

25

ど
の
子
に
も 

目
を
か
け 

声
か
け 

愛
を
か
け

７
月
は
「
第
55
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　
　
　

「
青
少
年
の
非
行
防
止
に
取
り
組
む
」
強
調
月
間
で
す

◆訂正とお詫び
　　広報６月号13ページ、スポーツ大会結果で「第３回淡路島軟
式少年野球連盟会長杯大会」の２位が「北阿万少年野球クラブ」と
なっていましたが、正しくは「阿万少年野球クラブ」です。
　　訂正し、お詫び申し上げます。
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い
き
い
き
健
康
生
活

●緑保健福祉センター
☎44-3009
●西淡保健センター
☎37-3029
●三原保健センター
☎43-5039
●南淡福祉保健センター
☎ 50-2122

 ■休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）

診察日 （昼）9：00～16：30 （夜）19：00～22：30

7月 3日（日） 斉 藤 雅 文 医師 浦 瀬 　 巌 医師

7月10日（日） 福 田 郁 夫 医師 福 原 正 博 医師

7月17日（日） 富 本 喜 文 医師 前 田 昌 巳 医師

7月18日（月） 友 清 龍 一 郎 医師 真 野 博 文 医師

7月24日（日） 日 笠 久 美 医師 宮 崎 美 枝 医師

7月31日（日） 鈴 木 俊 示 医師 村 野 謙 一 医師

 ■時間外診療病院

曜日 病　　院　　名 曜日 病　　院　　名

月 平 成 病 院
☎ 42 - 5335 木 翠 鳳 第 一 病 院

☎ 42 - 0099

火
平 成 病 院
☎ 42 - 5335 金 中 林 病 院

☎ 42 - 6200
八 木 病 院
☎ 42 - 6188 土 翠 鳳 第 一 病 院

☎ 42 - 0099

水
中 林 病 院
☎ 42 - 6200 ●平日は午後6時から午後11時まで

●土曜日は午後1時から 
午後11時まで南 淡 路 病 院

☎ 53 - 1553

　

今
年
か
ら
南
あ
わ
じ
市
の
乳
が

ん
検
診
に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
を
導

入
し
て
実
施
し
ま
す
。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
は
乳
房
専

用
の
X
線
撮
影
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
乳
房
の
外
側
か
ら
触
っ
た
だ

け
で
は
見
つ
け
る
こ
と
の
で
き
な

い
早
期
の
が
ん
を
発
見
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。　
　

乳
が
ん
検
診
（
個
別
検
診
）

▽
対
象
年
齢　

40
歳
以
上
で
、
本

年
度
偶
数
歳
（
40
歳
、
42
歳
、

44
歳
、・
・
・
）
の
誕
生
日
を

迎
え
る
女
性
。
本
年
度
奇
数
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
る
女
性
は
、

来
年
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
検
診
期
間　

７
月
〜
12
月
（
６

か
月
間
）
受
託
医
療
機
関
へ
事

前
に
電
話
で
予
約
の
上
、
受
診

し
て
く
だ
さ
い

▽
予
約
受
付
期
間　

６
月
20
日

（
月
）
〜
11
月
30
日
（
水
）

▽
料
金　

自
己
負
担
金
２
６
０
０

円　

※
医
療
機
関
の
窓
口
で

お
支
払
い
く
だ
さ
い

▽
検
診
内
容　

問
診
、
視
触
診
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

▽
持
ち
物　

①
乳
が
ん
検
診
受
診

票
（
申
込
さ
れ
た
方
に
送
付
）

②
自
己
負
担
金　

２
６
０
０

円
▽
申
込
み　

最
寄
り
の
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で

自
己
触
診
を
！

　

月
に
１
回
、
自
分
で
見
た
り

触
っ
た
り
し
て
、
異
常
が
な
い
か

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
、

し
こ
り
に
触
れ
る
な
ど
異
常
を
発

見
し
た
ら
、
す
み
や
か
に
乳
房
疾

患
を
専
門
と
す
る
医
療
機
関
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

　

月
経
が
お
わ
っ
て
か
ら
１
週
間

ぐ
ら
い
が
乳
腺
が
安
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
そ
の
こ
ろ
に
行
う
の
が

適
当
で
す
。

指
で
触
る
範
囲

　

乳
房
の
突
出
し
て
い
る
部
分
だ

け
で
な
く
、
上
は
鎖
骨
、
下
は
肋

骨
の
弓
側
の
と
こ
ろ
ま
で
、
内

側
は
胸
骨
の
中
央
、
外
側
は
わ
き

の
下
ま
で
触
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

触
り
方

　

指
で
つ
ま
ま
ず
、
指
の
腹
を
小

さ
く
動
か
し
て
滑
ら
せ
る
よ
う
に

触
り
ま
し
ょ
う
。

「
乳
が
ん
」
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

医療機関 予約受付日・時間 検診受診日・時間

穀内クリ
ニック
☎55-0059

月～金
9:00～ 18:00

月・水・金
8:00～ 9:00
13:30 ～ 14:30
18:30 ～ 19:30

土
9:00 ～ 12:00

火・土
8:00～ 9:00

海の里ク
リニック
☎50-3533

月・火・木・金
9:00～ 12:00
15:00 ～ 18:00

月・火・木・金
12:00 ～ 15:00

水・土
9:00～ 12:00

土
12:00 ～ 13:00

八木病院
☎ 42-6188

月～金
9:00～ 16:00

火・木
14:00 ～ 17:00

平成病院
☎ 42-5335

月～土
9:00～ 18:00

月・水・金
14:00 ～ 17:00

乳がん検診受託医療機関と検診日

日 曜日 内　　　　容 受付時間 場　　所
4 月 成 人 健 康 相 談 9:00～ 11:30 緑老人福祉センター
5 火 神道老人クラブ健康相談 13:30～15:00 神 道 集 会 所

6 水
中筋老人クラブ健康相談 〃 中 筋 公 会 堂
い き い き 教 室 13:30～15:30 緑保健福祉センター

8 金 中田老人クラブ健康相談 9:30～ 11:00 中 田 公 会 堂
11 月 成 人 健 康 相 談 9:00～ 11:30 し づ お り 館
13 水 リ ハ ビ リ 教 室 13:30～15:30 緑保健福祉センター
15 金 市場老人クラブ健康相談 13:30～15:00 市 場 公 会 堂
19 火 糖 尿 病 相 談 9:00～ 11:30 緑保健福祉センター

20 水
安住寺老人クラブ健康相談 13:30～15:00 安住寺集落センター
い き い き 教 室 13:30～15:30 緑保健福祉センター

22 金 土井老人クラブ健康相談 13:30～15:00 土井集落センター
26 火 町 ぐ る み 健 診 8:00～ 11:30

緑保健福祉センター
27 水

〃 〃
リ ハ ビ リ 教 室 13:30～15:30

28 木 町 ぐ る み 健 診 8:00～ 11:30
29 金 〃 〃

日 曜日 内　　　　容 受付時間 場　　所
4 月 健 康 相 談 13:30～15:00 西淡保健センター

６ 水
〃 〃 湯 の 川 荘

町 ぐ る み 健 診 8:00～ 11:30
西淡保健センター７ 木 〃 〃

8 金 〃 〃

13 水
簡単・おいしいお菓子教室 10:00～12:00 松帆活性化センター
リ ハ ビ リ 教 室 13:30～16:00 西淡保健センター

14 木 健 康 相 談 10:00～11:00 万 松 園
21 木 健 康 大 学 〃 〃
25 月 ヘルシースリム教室 13:30～15:00 西淡保健センター

27 水
ザ ☆ 男 の 料 理 教 室 10:00～12:00 松帆活性化センター
訪問リハビリテーション 13:30～15:00 各 地 区

日 曜日 内　　　　容 受付時間 場　　所

４ 月
健 康 相 談 9:00～ 11:00

三原保健センター

転 ば ぬ 教 室 13:30
リ ハ ビ リ 教 室 〃

７ 木 体 ほ ぐ し 体 操 教 室 14:15
19 火 食生活改善教室＆男の料理教室 10:00
21 木 体 ほ ぐ し 体 操 教 室 14:15

25 月
健 康 相 談 9:00～ 11:00
お 達 者 教 室 13:30

日 曜日 内　　　　容 受付時間 場　　所
１ 金 町 ぐ る み 健 診 8:00～ 11:30

南淡福祉保健センター４ 月 〃 〃
５ 火 〃 〃

７ 木 
住 民 健 康 相 談 9:30～ 11:00 老人憩いの家ふくら荘
ヘルシークッキング教室 9:30～ 12:00

南淡福祉保健センター
８ 金 住 民 健 康 相 談 9:30～ 11:00

11 月
老 人 い き い き 教 室 〃
リ ハ ビ リ 教 室 13:30～15:00

12 火 町 ぐ る み 健 診 9:00～ 11:30 沼島総合センター
13 水 〃 8:00 ～ 11:30 灘開発総合センター

19 火
住 民 健 康 相 談 9:30～ 11:00 阿 万 公 民 館
糖 尿 病 相 談 〃

南淡福祉保健センター
ダ ン ベ ル 教 室 13:30～15:00

20 水 男 の 料 理 教 室 9:30～ 12:00
21 木 町 ぐ る み 健 診 8:00～ 11:30

22 金
〃 〃

訪問リハビリテーション 16:00～17:00 阿 万 地 区
23 土 町 ぐ る み 健 診 8:00～ 11:30 南淡福祉保健センター

28 木
住 民 健 康 相 談 9:30～ 11:00 仁 尾 荘
沼 島 い き い き 教 室 〃

沼島総合センター
愛 育 班 研 修 会 〃

緑保健福祉センター　　　　　　　　　　☎44-3009

西淡保健センター　　　　　　　　　　　☎37-3029

三原保健センター　　　　　　　　　　　☎43-5039

南淡福祉保健センター　　　　　　　　　☎50-2122

内　　　容 日 曜日 受付時間 場　　所
2歳児歯科健診

（平成 15 年 4 月生）
1 金 13:15 ～ 13:30

緑保健福祉センター
強い歯・幼児フッ素塗布

（平成14年４月・10月生）
5 火 〃

母親学級（後期） 14 木 13:30 ～ 14:00
コアラ教室 21 木 9:30 ～ 11:00

育児相談
（平成16年　5月生）
（平成16年 11月生）

6 水 13:30 ～ 14:30 三原保健センター
7 木 〃 緑保健福祉センター
11 月 〃 西淡保健センター
25 月 〃 南淡福祉保健センター

３歳児健康診査
（平成14年 5・6月生）

8 金 13:30 ～ 13:45 南淡福祉保健センター
12 火 〃 西淡保健センター
13 水 〃 三原保健センター

10か月児健康診査
（平成16年 9月生）

15 金 13:30 ～ 13:45 南淡福祉保健センター
19 火 〃 西淡保健センター
20 水 〃 三原保健センター

４か月児健康診査
（平成17年 3月生）

22 金 13:30 ～ 13:45 南淡福祉保健センター
26 火 〃 緑保健福祉センター
27 水 〃 三原保健センター

７月の健康カレンダー

母子健康カレンダー （　　）は対象者 献血のお知らせ
日 曜日 受付時間 場　　所
8 金 10：00～ 16：00 緑保健福祉センター

28 木
11：30～ 15：30 三 原 公 民 館
10：00～ 11：00 み な と 観 光
12：00～ 16：00 西淡保健センター

29 金 14：30～ 16：30 南淡福祉保健センター

診察日 担当医師

７月 ３日（日） 村 上 龍 助 医師

７月10日（日） 平 山 　 毅 医師

７月17日（日） 三 根 一 乗 医師

７月18日（月） 植 村 幹 二 郎 医師

７月24日（日） 坂 口 美 奈 子 医師

７月31日（日） 田 中 一 宏 医師

 ■休日小児救急診療（県立淡路病院）

※必ず予約電話を入れてください（☎23ｰ2700）

※健康カレンダーは南あわじ市ホームページの「イベントカレンダー」からでもご
覧いただけます。アドレスは、http://www.city.minamiawaji.hyogo.jp/

2005.7.1発行
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季節の健康レシピ季節の健康レシピ食 
野菜の包み揚げ＆煮りんご

（子どものおやつ　～野菜嫌いのお子様に～）

 【材料】
●野菜の包み揚げ（２個分）
餃子の皮　　   　2枚
A
　干ししいたけ　 1/3枚
　にんじん　 5g（みじん切りで大さじ1/2）
　玉ねぎ　　10g（みじん切りで大さじ1）
　たけのこ水煮 5g（みじん切りで大さじ1/2）
　いため油、塩、こしょう、揚げ油、水、
適宜

●煮りんご
Ｂ
　りんご　　１/８個
　レモン汁　１ｇ（小さじ１/５）
　砂糖　　　２ｇ（小さじ２/３）
   水　　　　適宜

 【作り方】
①Aはせん切り（みじん切
り）にし、油で炒める。
②Bのりんごは皮をつけた
ままくし型に切り、ひた
ひたの水とレモン汁、砂
糖を加えて。やわらかく
なるまで煮る。
③餃子の皮の中央にAをの
せ、ふちに水をつけてひ
だ状にして形作る。
④中温の油でからりと揚げ
る。

（エネルギー　野菜の包み
揚げ：51kcal、煮りんご：
22kcal）

まちを彩る花
公園島あわじ 

　

緑
庁
舎
前
で
四
季
折
々
の
表
情

で
通
行
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
る

「
み
ど
り
花
時
計
」。
現
在
、
合
併

を
記
念
し
て
「
和
」
を
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
て
お
り
、
主
に
植
え
ら
れ
て

い
る
ペ
チ
ュ
ニ
ア
の
花
が
見
頃
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
花
時
計
は
、
旧
緑
町
が
平

成
十
三
年
に
町
制
四
十
周
年
を
記

念
し
て
設
置
。
管
理
は
花
づ
く
り

グ
ル
ー
プ
「
み
ど
り
花
時
計
ピ
ー

プ
ル
」（
谷
口
保
代
表
）
が
行
っ

て
お
り
、
季
節
ご
と
に
花
を
植
え

替
え
る
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

み
ど
り
花
時
計

企
画
部
国
体
推
進

 

 

国
体
だ
よ
り　
第
６
号

　

広
報
六
月
号
で
募
集
し
ま
し

た
相
撲
競
技
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

つ
い
て
、
四
十
三
点
の
応
募
が

あ
り
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、

次
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
最
優
秀
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
渦
の
町　

土
俵
の
海
に　

光
る
技
」
高
松
律
子
さ
ん
（
福

良
）

　

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
本

年
八
月
に
開
催
さ
れ
る
「
第

四
十
四
回
全
国
教
職
員
相
撲
選

手
権
大
会
兼
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国

体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
」
と
来
年

開
催
の「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
」

相
撲
競
技
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な

り
ま
す
。

　

今
後
は
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー
や

横
断
幕
に
印
刷
さ
れ
ま
す
。

　

多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
体
相
撲
競
技
ス
ロ
ー
ガ
ン
決
定
！

広報 

▲最優秀賞に選ばれた高松律子さん
　（中央）

▲スローガンの入ったポスター。ポスターデザイン
　は増田亜美さん（三原高等学校）
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